
Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

1 第1編 第1章 1
計画策定の

目的

「計画策定の目的」の中で「・・・災害及びこれ

に伴う福島第一原子力発電所事故・・・」という

表現に「東京電力福島第一原子力発電所事故」と

すべきである。なぜ東京電力を入れないのか。

ご意見を反映

いたします
2 1

次のとおり、修正いたします。

『浪江町復興計画【第三次】（以下「復興計画【第三次】」

という。）は、平成 23 年 3月 11 日 に発生した 東日本大震災

 （東北地方太平洋沖地震による災害及びこれに伴う福島第一

 原子力発電所事故による災害。以下「震災」という。）によ

 り、国内観測史上最大規模の巨大地震とそれに伴う津波、更

には東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」

という。）の原子力発電所事故（以下「原発事故」とい

う。）という未曾有の複合災害により甚大な被害を受けた本

町が、復旧・復興を実現するための道標とするものです。』

2 第1編 第1章 3
計画の進行

管理

復興計画の徹底したＰＤＣＡの検討が必要であ

る。
素案に記載済

みの意見
4 1

『計画の進行管理については、 P（PLAN：計画）・ D

（DO：実行）・ C(CHECK：評価) ・ A（ACTION：

見直し）サイクルによる効果的な進行管理を行います。』と

記載しています。

3 第1編 第1章 3
計画の進行

管理

社会情勢の変化に対応するために、本計画が始動

すると同時に検証委員会を発足させ、継続して分

析、評価、検証したその結果を公表してもらいた

い。良くなっていく過程も知りたい。

素案に記載済

みの意見
4 2

『庁内で計画の評価を定期的に実施するほか、町民や有識者

等を交えた組織での「協働」による 進行管理を行います。評

価の結果を踏まえながら、改善を行うことで、計画の着実な

実行につなげます。』と記載しています。

4 第1編 第2章 1 町の概況

計画策定に当たり、想定人口を問われると思う

が、今回はどの程度の人口を想定しているのか？ 素案に記載済

みの意見
9 1

将来の人口目標として、『2035 年（令和 17 年）に約 8,000

人程度』と記載しています。

5 第1編 第2章 1 町の概況
体的な数値目標は盛り込まれていないのか。(○○

年まで帰還率〇％など)
素案に記載済

みの意見
9 1

将来の人口目標として、『2035 年（令和 17 年）に約 8,000

人程度』と記載しています。

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

6 第1編 第2章 1 町の概況

町の将来人口は5,000人を想定していると話してい

たのを記憶しています。被災10年目にして、その

人口の推移に変化はあるのか
素案に記載済

みの意見
9 1

将来の人口目標として、『2035 年（令和 17 年）に約 8,000

人程度』と記載しています。

7 第1編 第2章 1 町の概況

2018年8月実施の住民意向調査によると、1）すで

に帰還している＝3.3％、2）帰還したいと考えて

いる＝13.5％ 併せて16.8％ 約2割弱。帰還しな

いと考えている＝49.5％ 約5割 こうした意向調

査を踏まえての計画だと思うが、どうなんでしょ

うか。

ご意見として

受け止めます
- -

お見込みのとおりです。これまでの住民意向調査の結果につ

いては、計画策定の参考としています。

8 第2編 第1章 1 理念

理念、柱は英語表記にすると併記するとよいので

はないか。

表紙あたりにも英語で理念は記載してはどうか。

インバウンド+外国人の定住を意識する上で必要で

はないか。

ご意見として

受け止めます
- -

今後外国人の訪問や、定住の視点を踏まえ、英語版の概要の

作成を検討します。

9 第2編 第1章 1 理念

しっかり定住している人に対しては、もう少し補

助支援があってもいいのではないか。

震災時に住民票がある被災者の認定できる人（認

定される人）は、当時支援は居なくても、せざる

を得ないとしても、現時点で住人として定住して

いる人に対して（工事の出入りの一時のものでは

なく）恩恵があることを望む。

現状、本来の意味で定住している人は少ない。人

を支援するならば、今いる人をそもそも幸福指数

が上がることをすれば、雇用等もあるが、人が集

まると思う。

ご意見として

受け止めます
- -

復興計画【第三次】では、様々な施策の実施に総力を挙げ、

住んでいる人が幸福を感じられる”住んでいたいまち”、他の

地域の方が町に住んでいる人の姿から”住んでみたいまち”と

感じていただける町の実現を目指していきます。

理念として、「夢と希望があふれ 住んでいたいまち 住ん

でみたいまち」を掲げています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

10 第2編 第1章 1 理念

若い人達が戻るような計画にして欲しい。

ご意見として

受け止めます
- -

復興計画【第三次】では若い方にも魅力に感じていただける

「夢と希望があふれ 住んでいたいまち 住んでみたいま

ち」の実現に向けて取り組んでいきます。

11 第2編 第1章 1 理念

これから10年の間に町が絶対にやろうとすること

を“示してほしい”
ご意見として

受け止めます
- -

復興計画【第三次】は「夢と希望があふれ 住んでいたいま

ち 住んでみたいまち」の実現に取り組みます。

12 第2編 第1章 1 理念

若い人が住みよい所にすること。

ご意見として

受け止めます
- -

復興計画【第三次】では復興の理念である「夢と希望があふ

れ 住んでいたいまち 住んでみたいまち」の実現に向けて

取り組んでいきます。

13 第2編 第1章 2 理念の柱

復興の理念②ならば帰還困難区域を住民が帰れる

ようにして、それからすでに帰っている地域の人

と同様の立場で論議すべきである。それが本当の

理念である。

ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の住民が帰れるようにするという意見について

は、理念の柱「みんなの想いをひとつに、復興を実現するま

ち」に含めています。

14 第2編 第1章 2 理念の柱

シンギュラリティへの対応が必要である。

ご意見として

受け止めます
- -

シンギュラリティ（技術特異点）による社会変化を正確に予

想することは困難ですが、福島イノベーション・コースト構

想の実現に向けて、課題先進地としてＡＩ（人工知能）等の

新たな技術の活用による社会課題の解決の実現に取り組むこ

とで、将来にわたって町民が豊かな生活を送れるまちを目指

していきます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

15 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

農業用水路の復旧を早急にお願いしたい。

上立野行政区は、生活用排水路に農業用水路を利

用しているが、先の台風19号により水路が埋まっ

たため、一時帰宅した住民の生活排水が一部に溜

まってしまう箇所多く見られます。農地利用に

も、水路の確保は重要ですし、環境的にも、好ま

しくありません。早急に泥上げを要望する。

素案に記載済

みの意見
31 1

幹線水路からの通水が可能となった地区から順次農業用水路

の復旧を行っています。

復旧後の水路管理は地域で行っていただくことになります

が、台風等の災害により損傷等が生じた場合は農林水産課ま

でご相談ください。

『ため池 の放射性物質対策 や農業用水路等の復旧を推進し、

避難指示解除区域全域で営農再開でき る環境 を再生 します

。』と記載しています。

16 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

農業ができる事。

素案に記載済

みの意見
31 1

基本方針Ⅰの施策1-(1)の中で、農業が出来る環境づくりに取

り組んでいきます。

『ため池の放射性物質対策や農業用水路等の復旧を推進し、

避難指示解除区域全域で営農再開できる環境を再生しま

す。』等の記載をしています。

17 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

ため池や農業用水路のモニタリングを適確に実施

し、環境省の除染が確実に行われたのか、稲作が

問題なく営農できるように検証する必要がある。

素案に記載済

みの意見
31 1

水稲の栽培については、平成26年度から継続して栽培を続け

てきており、全量全袋検査でこれまで生産された全量の安全

を確認しています。今後避難指示が解除される地域について

も、試験栽培の支援等により、営農再開の不安払拭に取り組

んでいきます。

『ため池 の放射性物質対策 や農業用 水路 等の復旧を推進

し、避難指示解除区域全域で営農再開でき る環境 を再生 し

ます 。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

18 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

農業の再生では、今後１０年で町内全域の農地の

再生、農業の再開など当然無理である。

避難指示解除区域においても、担い手、水利含め

て課題が山積みしている。それらの課題解決に向

けて進めるだけでも１０年かかるのではないか。

素案に記載済

みの意見
31 2

営農再開については、年々作付け面積を拡大してきていま

す。営農再開のために、地域ごとの座談会等を開催し、営農

再開に向けた課題の整理や、担い手への農地の集積に取り組

んでおり、今後も地域での営農再開を支援していきます。

『公益財団法人福島相双復興推進機構（以下「福島相双復興

官民合同チーム」という。）や公益社団法人農地中間管理機

構と連携し、農地等を貸したい農家から担い手へ農地集積を

推進するとともに、機械導入や施設整備への支援に取り 組

み、意欲ある担い手の育成を図ります。』と記載していま

す。

19 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

施策1.農林水産業の再興

・農業生産基盤の再生と強化

 この中に「大型園場整備の促進強化」を打ち出

す、現在町内で要望があるのに、他町村に比べ実

施に向けた取組みが非常に遅いのでは！

 関係スタッフを明瞭にし、地域との話し合いを

もっと推進してもらいたい。

素案に記載済

みの意見
31 2

農林水産課の中に農業土木係を令和2年度から新たに設けて取

り組んでいます。地域との話合についても推進を図っていき

ます。

『カントリーエレベーターや育苗センター等の共同利用施設

整備やほ場整備等の生産基盤強化により、効率的な農業に取

り組める環境整備を推進します。』と記載しています。

20 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

田（米）を作ってくれるか。田を貸し出してもい

い。土地（田）を遊ばせとくのはもったいない。

素案に記載済

みの意見
31 3

農地を貸したい農家と、借りたい農家への農地の集積を支援

します。

『公益財団法人福島相双復興推進機構（以下「福島相双復興

官民合同チーム」という。）や公益社団法人農地中間管理機

構と連携し、農地等を貸したい農家から担い手へ農地集積を

推進するとともに、機械導入や施設整備への支援に取り 組

み、意欲ある担い手の育成を図ります。』と記載していま

す。

5



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

21 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

耕作地などはたくさんあるので何人かに耕作して

もらいたい。

素案に記載済

みの意見
31 3

『公益財団法人福島相双復興推進機構（以下「福島相双復興

官民合同チーム」という。）や公益社団法人農地中間管理機

構と連携し、農地等を貸したい農家から担い手へ農地集積を

推進するとともに、機械導入や施設整備への支援に取り 組

み、意欲ある担い手の育成を図ります。』と記載していま

す。

22 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

生業の再生の施策が必要である。

素案に記載済

みの意見
31 3

基本方針Ⅰにおいて、農林水産業や商工業等の生業の再生に

ついて取り組んでいきます。

『公益財団法人福島相双復興推進機構（以下「福島相双復興

官民合同チーム」という。）や公益社団法人農地中間管理機

構と連携し、農地等を貸したい農家から担い手へ農地集積を

推進するとともに、機械導入や施設整備への支援に取り 組

み、意欲ある担い手の育成を図ります。』等と記載していま

す。

23 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

工場用農業を推進したい。

素案に記載済

みの意見
31 4

『福島イノベーション・ コースト構想推進機構（以下「イノ

ベ機構」という。） や浜地域農業再生研究センター等の研究

機関と連携し、スマート農業等の新しい技術の活用により、

農作業の省力化や、農作物の品質向上を図り、農業者が将来

に夢と希望をもって従事できる環境づくりに取り組みま

す。』と記載しています。実施にあたっての相談は、農林水

産課までお願いいたします。

6



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

24 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

自然豊かを利用し、農業や畜産を発展させてはど

うか。

専門家を招いて指導してもらい、ドローンなどの

新しい技術を取り入れて、若い方の知識や経験を

農業や畜産に力を注いでもらうと町は活気を取り

戻すのではないか。

素案に記載済

みの意見
31 5

『福島イノベーション・コースト構想推進機構や浜地域農業

再生研究センター等の研究機関と連携し、 スマート農業等の

新しい技術の活用により、農作業の省力化や、農作物の品質

向上を図り、 農業者が将来に夢と希望をもって従事できる環

境づくりに取り組みます。』と記載しています。

25 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

漁業・農業の再開に向けての現在（今後）の課題

は、新規就農・漁業者（担い手）及び継承者が浪

江町民全体で何人が希望しているのか、さらに

「就農・漁業」を県内外の方が将来希望している

か調査を行い、その結果、継承者に対し、今後

「町・町内各地区」において情報を発信し、サ

ポート「指導」をしていく事が最重要課題であ

る。

素案に記載済

みの意見
31 4

アンケートや地域座談会の開催を通じて、1次産業の担い手の

意向の把握に努めています。地域おこし協力隊の活用や法人

化や誘致により、町内だけでなく町外からの担い手の受け入

れや育成に取り組んでいきます。

『担い手不足対策としては、 地域おこし協力隊の活用などに

よる 新規就農の推進、農業の法人化、農業法の誘致 等に取り

組みます。』と記載しています。

26 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

飼料作物の販売と堆肥の受け入れをセットにすれ

ば、堆肥の散布面積も確保できる。「捨てる側」

の都合だけで耕畜連携は実現できないし、町内の

農地を「排せつ物と廃液の捨て場」にされる事態

は避けなければならない。本基本計画において

も、町内の耕種農家と牧場の相補的な役割分担を

目指す等の記載を含めてもらいたい。

ご意見を反映

いたします
31 5

耕種農家との耕畜連携による循環農業を推進します。

ご意見をふまえ、次のとおり修正します。

『畜産業については、畜産業再生の拠点として復興牧場の整

備に取り組 みます。むとともに耕種農家との耕畜連携による

循環型農業を推進します。』

7



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

27 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

現在2か所ある堆肥センターを活用し、地域に良質

な有機質堆肥を供給する体制を整備すべきであ

る。

また、燃料用牛ふんペレット実用化を研究利用を

推進する施設設置を検討してもらいたい。
素案に記載済

みの意見
31 5

『畜産業については、畜産業再生の拠点として復興牧場の整

備に取り組むとともに耕種農家との耕畜連携による循環型農

業を推進します。』の中で参考とします。

28 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

特⾧のある農業（例えば浪江といったら○○）、

土地、気候に合ったものを作る。今まで耕作して

いないものもよいのではないか。
ご意見として

受け止めます
- -

基本方針Ⅰの施策1-(1)の中で、これまで耕作していない品目

も含め、気候にあった農作物の振興に取り組んでいきます。

29 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

収入が安定した農業

米作りより花づくりの方がハウス利用で天候にも

左右されず、収入も安定するのではないか。ナン

バーワンよりオンリーワンを狙ってはどうか。
ご意見として

受け止めます
- -

ご意見のとおり、浜通りは気候が温暖で花づくりに適した地

域です。町としても花卉栽培の振興に取り組んでいます。し

かし、町の広大な農地を花卉だけで活用していくことは困難

ですので、水稲等の土地利用型の農業も含めた総合的な農業

振興に取り組んでいきます。

30 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

水の無い農地復興も活用方法として考えていただ

きたい。

ご意見として

受け止めます
- -

大豆や麦などの土地利用型の作物や、玉ねぎや⾧ネギなどの

野菜についても振興作物として普及を図っています。県の双

葉農業普及所や農林水産課で営農相談を実施していますの

で、ご相談ください。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

31 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

復興牧場は絶対反対です。復興牧場以外のもので

あれば賛成する。 ご意見として

受け止めます
- -

地域の意見を尊重するとともに、匂いや騒音等周辺環境への

影響への対策等を踏まえ、総合的な判断のもと復興牧場の構

想の具体化に取り組んでいきます。

32 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

行政主導での畜産業の復興復興のための組織育成

整備を望みます。 ご意見として

受け止めます
- -

畜産業の復興に当たっては、地域の担い手の意向を把握しな

がら適宜、適切な支援に取り組んでいきます。

33 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

牧場建設計画の策定に当たっては、県酪農協と町

担当課との協議、及び地元行政区への説明だけで

済ませず、全町民に説明する機会を設けるととも

に、町全体への直接間接の影響、波及効果等につ

いても十分に調査分析し、専ら一企業の利益のた

めに町有財産を提供するような事業としてではな

く、町全体に利益がもたらされる事業として本基

本計画に記載すべきではないだろうか。百億円を

超える国費を投入する公共事業であるから、事業

主体である町は、全国民に対する説明責任をも負

うものであり、計画策定に当たっては、事業の公

共性と公平性を担保するために、国と連携して地

域経済や環境への影響に関する調査分析結果を公

表することが望ましい。有識者、学識経験者等を

募って調査委員会を設置するのも一つの方法と思

う。また、牧場に対する住民等の要望をヒアリン

グして計画にフィードバックするメカニズムも必

要と考える。

ご意見として

受け止めます
- -

復興牧場整備に向けたご意見として参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

34 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

まちづくりイメージ図の中に復興牧場構想中とあ

りますが、我々の地域に計画すること自体反対で

ある。他地域に変更してもらいたい。

隣接する他行政区でも住民の声は理解が得られな

いの反対、地元住民が生活する場、自然環境を壊

す計画は辞めてもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

復興牧場については、整備決定ではなく構想の具体化に取り

組んでいる状況です。

地域の意見を尊重するとともに、匂いや騒音等周辺環境への

影響への対策等を踏まえ、総合的な判断のもと復興牧場の構

想の具体化を進めていきます。

35 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

本基本計画に復興牧場の整備を既定の計画として

明記する前に、復興牧場を計画、運営する事業主

体（県酪農協及びその子会社）と町の関係、及び

これまでの協議の経過について説明すること、及

び、巨大牧場が町に及ぼす直接間接の影響（飼料

調達、排せつ物処理等）について調査分析して公

表することが必要と考える。

ご意見として

受け止めます
- -

復興牧場については、整備決定ではなく構想の具体化に取り

組んでいる状況です。

地域の意見を尊重するとともに、匂いや騒音等周辺環境への

影響への対策等を踏まえ、総合的な判断のもと復興牧場の構

想の具体化を進めていきます。

36 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

これから福島に戻り、浪江町の両親の農業を手伝

うつもりなのですが、どんな作物を作ればよいの

か、どうすればよいのかを教えていただきたいで

す。
ご意見として

受け止めます
- -

町では、水稲や大豆等の土地利用型の品目のほか、玉ねぎや

エゴマ等の野菜、トルコギキョウ等の花卉の栽培が始まって

います。県の双葉農業普及所や農林水産課で営農相談を実施

していますので、ご相談ください。

37 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

牧場などは止める。

ご意見として

受け止めます
- -

地域の意見を尊重するとともに、匂いや騒音等周辺環境への

影響への対策等を踏まえ、総合的な判断のもと復興牧場の整

備に取り組んでいきます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

38 第3編 第1章 施策1-(1) 農業の再開

１千頭を超える規模の牧場から排出される糞尿（1

千頭で1日60トン程度）の処理は町内はもとより県

内でも前例がなく、県酪農協のいう「堆肥化して

販売する」ことで全量を処分するには、年間3万ト

ンを超える堆肥（糞尿と敷料の合計量）の販売先

の確保、散布作業を誰が行うか等について十分な

検討が必要である。メタン発酵で固形分の減容化

を図るとしても、メタン発酵設備の建設費がかさ

む上に、排出される数万トンのメタン発酵廃液

（消化液）の処分は容易ではない（全量河川放流

するには排水施設建設と処理費に莫大な費用がか

かるし、農地に投入するには散布先の確保と専用

の施設機材が必要である）。このコストを誰が負

担すべきか精査が必要である。

ご意見として

受け止めます
- -

復興牧場整備に向けたご意見として参考とします。

39 第3編 第1章 施策1-(2)

林業の再

開・漁業の

再開

再生可能エネルギー、新エネルギーも大変結構だ

が、浪江町の9割を占める森林を活用するカーボン

ニュートラルの視点も必要なのではないか。

素案に記載済

みの意見
33 1

森林資源の有効活用と、森林施業による里山の管理により

カーボンニュートラルの推進に努めていきます。

『国、県、町が一体となり、これまで実施してきた国の「里

山再生モデル事業」の後継事業である「里山再生事業」や県

の「ふくしま森林再生事業」 の継続、加えてＦＬＡＭと連携

した森林施業により、 森林・林業・木材産業の再生に向けた

実証・取組を推進します。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

40 第3編 第1章 施策1-(2)

林業の再

開・漁業の

再開

さけやな場、ふ化場の復旧復興再開してもらいた

い。

素案に記載済

みの意見
33 3

『内水面漁業については、泉田川漁業協同組合、室原川・高

瀬川漁業協同組合等関係機関と連携し、放射性物質に関する

モニタリング調査の継続、 やな場・ ふ化場の整備など、 さ

け漁・遊漁の再建を支援します。』と記載しています。

41 第3編 第1章 施策1-(2)

林業の再

開・漁業の

再開

簗場・ふ化場の整備についても遅きに失してい

る。楢葉町のように若手技術者を育成し採用して

速やかな再生を実施するように求める。

素案に記載済

みの意見
33 3

ご意見のとおりやな場再開のためには、後継者の確保も課題

の一つです。鮭漁再開のためには、担い手以外の部分にも

様々な課題があるため、泉田川漁業協同組合と連携しつつ包

括的に取り組みます。

『内水面漁業については、泉田川漁業協同組合、室原川・高

瀬川漁業協同組合等関係機関と連携し、放射性物質に関する

モニタリング調査の継続、 やな場・ ふ化場の整備など、 さ

け漁・遊漁の再建を支援します。』の中で取り組んでいきま

す。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

42 第3編 第1章 施策1-(2)

林業の再

開・漁業の

再開

処理水について 請戸が関係しているが国の専権

事項であり漁業権は知事の認可事項らしい。漁民

の数、漁協の組合員はどの程度いるか分かりませ

んがこれは漁民が何を求めているかを突き詰めな

いと永久に袋小路です。自由に風評被害を気にせ

ず漁をしたいのなら一定期間漁業権を民間に開放

してその民間企業が処理水放出の海で漁を行いな

がら売上高と海洋放射線量を科学的に日々観測し

ていく。安全を請戸の漁民が感じられるように

なった時に改めて参入したらどうでしょうか。そ

れまでは いわき、茨城、仙台の漁協に骨を折っ

てもらいその海域に参入させてもらう。

ご意見として

受け止めます
- -

非破壊全量検査システム の導入による安全で安心な漁業を再

開しています。今後も検査を継続し、安全の発信に努めてい

きます。

『請戸漁港に市場など必要な施設の復旧が完了したので、今

後は安全で高品質な「常磐もの」ブランドを全国に情報発信

する広報活動を進めます。』と記載しています。

43 第3編 第1章 施策1-(3)

魅力ある地

場産品づく

りと販売力

強化

大堀相馬焼の再生に取組むべきである。

素案に記載済

みの意見
34 3

『「道の駅なみえ」に国指定伝統的工芸品である「大堀相馬

焼」や地酒の生産拠点を整備するとともに、全国各地で実施

されるイベント・商談会に参加し、魅力の発信に取り組んで

います。』としております。

また、大堀相馬焼の陶芸教室や展示即売を行っていた陶芸の

杜おおぼりについても、三次計画で『文化的な価値をもつ区

域として、町と大堀相馬焼協同組合等が連携し、地元での伝

統復活や観光・交流を促進させる施設として復旧・整備を推

進します。』としています。

13



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

44 第3編 第1章 施策1-(3)

魅力ある地

場産品づく

りと販売力

強化

 復興牧場で生産される生乳をアイス、ヨーグル

ト、チーズ等へ可能できる施設を整備し、加工品

を道の駅で販売すべきである。 素案に記載済

みの意見
35 2

復興牧場の具体化後のご意見として参考とします。

『地場産品を率先して町内で活用する取組を推進するととも

に、大学等関係機関と連携して、特産品の開発支援や農林水

産物の六次化（生産・加工・販売の一元化）支援などを積極

的に行います。』と記載しています。

45 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

有害鳥獣被害についても対策が必要である。サル

については銃を使って駆除（眠らせることも可）

することも必要である。猪については、隣県にお

いて豚熱の発生も見られ、危険な状況が迫ってお

り、殺処分が必要である。

素案に記載済

みの意見
37 1

『浪江町有害鳥獣捕獲隊による個体数調整、更に河川の竹林

や鳥獣の餌となる管理されない果樹の伐採を行い、人の生活

圏でのイノシシ等鳥獣の出没を減らす取組を継続して推進し

ます。』と記載しています。

46 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

農林水産業の再興―鳥獣被害対策―について

根城・隠れ家となりうる休耕地・耕作放棄地の除

草と、森や雑木林の間伐・伐採・枯葉の除去を行

い、人間の生活圏と里山の境を明確にすることに

よって猪が麓に降りてこないようにすべきではな

いか？

また、市街地にある、果実が生る木（柿など）

を、食用に供さないのであれば町の責任で伐採す

ることを求めたい。更地になっているのに柿の木

だけが残っている家をよく見るためである。

素案に記載済

みの意見
37 1

耕作放棄地の発生抑制のため、担い手への農地集積や農業委

員会による農地パトロールの実施に取り組むことで、野生鳥

獣の生息域との住み分けが図られるようにしています。

このほか、野生鳥獣の隠れ家となる河川敷の竹林の伐採や、

野生鳥獣の餌となる柿木等の果樹の伐採に取り組んでいきま

す。

『浪江町有害鳥獣捕獲隊による個体数調整、更に河川の竹林

や鳥獣の餌となる管理されない果樹の伐採を行い、人の生活

圏でのイノシシ等鳥獣の出没を減らす取組を継続して推進し

ます。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

47 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

鳥獣被害対策をしっかりやってもらいたい。

素案に記載済

みの意見
37 1

有害鳥獣捕獲隊による捕獲や、住宅や農地を守るための防護

柵の設置等の支援の獣害対策に取り組んでいきます。

『浪江町有害鳥獣捕獲隊による個体数調整、更に河川の竹林

や鳥獣の餌となる管理されない果樹の伐採を行い、人の生活

圏でのイノシシ等鳥獣の出没を減らす取組を継続して推進し

ます。』と記載しています。

48 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

夏以降イノシシ等の害獣侵入が復活している。獣

害対策の更なる徹底をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
37 1・2

『浪江町有害鳥獣捕獲隊による個体数調整、更に河川の竹林

や鳥獣の餌となる管理されない果樹の伐採を行い、人の生活

圏でのイノシシ等鳥獣の出没を減らす取組を継続して推進し

ます。』及び『住宅・ 農地の鳥獣被害防止柵の設置等を支援

し、 住宅被害や農業被害の防止に取り組みます。』と記載し

ています。

49 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

町の中でも猪が居て怖い

素案に記載済

みの意見
37 1・2

『浪江町有害鳥獣捕獲隊による個体数調整、更に河川の竹林

や鳥獣の餌となる管理されない果樹の伐採を行い、人の生活

圏でのイノシシ等鳥獣の出没を減らす取組を継続して推進し

ます。』及び『住宅・ 農地の鳥獣被害防止柵の設置等を支援

し、 住宅被害や農業被害の防止に取り組みます。』と記載し

ています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

50 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

浪江町には、夫の両親が住んでおり、農業を営ん

でいるのですが、帰省するたびにイノシシや猿に

農作物を荒らされ、納屋のドアを壊され、とても

大変だと聞かされています。12月に入ってから帰

省した時にも、イノシシにハウスのビニールを破

かれて、補修しているところでした。町内を車で

走らせていると、場所によって、獣避けの柵のよ

うなものが見られますが、全農家さんにそのよう

な支援をされているのでしょうか？とても疑問に

思いました。

素案に記載済

みの意見
37 2

住宅や農地を守るための、防獣柵の設置について今後も継続

して取り組んでいきます。住宅については、住宅水道課、農

地については農林水産課までご相談ください。

『住宅・ 農地の鳥獣被害防止柵の設置等を支援し、 住宅被害

や農業被害の防止に取り組みます。』と記載しています。

51 第3編 第1章 施策1-(4)
鳥獣被害対

策

イノシシ等について、ジビエ等の利用も考えるべ

きである。

ご意見として

受け止めます
- -

イノシシ等野生鳥獣の肉は県内一律自家消費自粛の制限がか

かっており、ジビエとしての利活用は困難な状況です。

将来制限の解除がされた際のご意見として、参考とします。

52 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

駅周辺から川添、上ノ原の方にも商店ができれば

よいと思う。

素案に記載済

みの意見
39 1

事業再開や操業に対し、事業者に寄り添った伴走支援や補助

金等による支援に取り組むことにより、町内の買い物環境の

充実を目指していきます。

『事業再開・創業を促進するため、福島相双復興官民合同

チーム、商工会等関係機関と情報交換を密に連携し、事業者

に寄り添った相談体制の強化を図るとともに、様々な機会を

捉え支援策等についての情報を発信します。』と記載してい

ます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

53 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

・夜間の飲食店が増えて欲しい

・クリーニング店が平日に仕事のため不便である

・ホームセンターを誘致して欲しい

素案に記載済

みの意見
39 1

営業時間や営業日が増えるなど生活利便性が高まるように、

町としても事業者に寄り添い、伴走支援をし、町内の買い物

環境の充実を目指していきます。

『町内では170を超える事業者（令和2年9月末時点）が再

開・創業を果たし、少しずつ町内の生活利便性が向上してき

ました。今後とも、事業再開・創業を促進するため、福島相

双復興官民合同チーム、商工会等関係機関と情報交換を密に

連携し、事業者に寄り添った相談体制の強化を図るととも

に、様々な機会を捉え支援策等についての情報を発信しま

す。』と記載しています。

54 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

ホームセンターなどがあると便利と思う。

素案に記載済

みの意見
39 1

ご指摘のとおり、町内に不足している業態があることは認識

しています。町としても、不足している事業者・店舗が再開

できるよう、関係機関と連携しながら、支援を進めたいと考

えています。

なお、第三次計画には『事業再開・創業を促進するため、福

島相双復興官民合同チーム、商工会等関係機関と情報交換を

密に連携し、事業者に寄り添った相談体制の強化を図るとと

もに、様々な機会を捉え支援策等についての情報を発信しま

す。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

55 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

イオンさんが来てくれて営業してくれているので

大変助かっている。元の商店の人達は戻ってやっ

てくれる人がいないなら、新たに衣料店や100円

ショップなどあるといいと思う。

素案に記載済

みの意見
39 1

ご指摘のとおり、町内に不足している業態があることは認識

しています。町としても、不足する部分の事業者・店舗が再

開できるよう、関係機関と連携しながら、支援を進めたいと

考えています。

『事業再開・創業を促進するため、福島相双復興官民合同

チーム、商工会等関係機関と情報交換を密に連携し、事業者

に寄り添った相談体制の強化を図るとともに、様々な機会を

捉え支援策等についての情報を発信します。』と記載してい

ます。

56 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

普通に暮らせる町：医療介護等施設、理美容店、

レジャー施設、観光施設、ゴルフ場、サイクリン

グロードなど。一般的にある商業施設がなぜ浪江

にはないのか。世界の最先端を行く技術を求める

のは良いが、もっと、普通なことに目を向けて欲

しいものです。
素案に記載済

みの意見
39 1

ご指摘のとおり、町内に不足している業種・店舗があること

は認識しています。町としても、これからの事業者・店舗が

操業ができるよう、関係機関と連携しながら支援を進めたい

と考えております。

『事業再開・創業を促進するため、福島相双復興官民合同

チーム、商工会等関係機関と情報交換を密に連携し、事業者

に寄り添った相談体制の強化を図るとともに、様々な機会を

捉え支援策等についての情報を発信します。』と記載してい

ます。

18



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

57 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

浪江町商工会はどこまで復興計画に関わっている

のか？

震災前に町内で商売をしていた方々を呼び戻す努

力をどこまでしたかが問われる。

しかし10年のブランクは埋め難く、高齢化・後継

ぎがいない・資金不足などの理由で町内での再開

を断念せざるを得ない商売人も一定数いるのは承

知している。しかし、なじみの店・懐かしの味を

求める町民もいることを忘れてはならない。

素案に記載済

みの意見
39 1

復興計画【第三次】策定委員会の委員として、浪江町商工会

会⾧に参加いただいています。

なじみの店・懐かしの味については、帰還促進だけでなく観

光や誘客にも結び付くことから、事業再開される事業者への

支援に取り組んでいきます。

『事業再開・創業を促進するため、福島相双復興官民合同

チーム、商工会等関係機関と情報交換を密に連携し、事業者

に寄り添った相談体制の強化を図るとともに、様々な機会を

捉え支援策等についての情報を発信します。』と記載してい

ます。

58 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

町内での事業再開や創業者へ再開・創業を継続的

に支援していかなければならない。そのような

「サポート」を継続的に推進するためには、サ

ポート経験者を町・商工会が連携し、人員を確保

しながら適宜事業再開・創業者へサポート体制を

確立させて責任意識を持ち、進めて行くことが必

要である。
素案に記載済

みの意見
39 1

現在も福島相双復興官民合同チーム・商工会等関係機関と連

携し、事業再開・創業の支援や、その後も事業の継続が図ら

れるよう取り組んでおります。今後も、引き続き連携の強化

を図っていきます。

『事業再開・創業を促進するため、福島相双復興官民合同

チーム、商工会等関係機関と情報交換を密に連携し、事業者

に寄り添った相談体制の強化を図るとともに、様々な機会を

捉え支援策等についての情報を発信します。』と記載してい

ます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

59 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

地元商店街の活性化に向けた取組をどのように考

えていますか？

地元商店街の発展無くして、復旧・復興はないと

思いますが？
素案に記載済

みの意見
39 4

地元商店街の活性化については、商工会等関係機関と連携し

て検討を進めていきます。

『町の商業活性化のために浪江駅周辺の中心市街地での商

業・事業施設の再開について商工会等関係機関と 検討を進

め、誰もが暮らしやすいまちづくりを目指します。』と記載

しています。

60 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

○娯楽施設の運営

 遊園地や動物園、またサーキット等の娯楽施設

の運営を計画し、地域はもちろん全国各地から若

者を中心とした人が集まる街づくりを検討しては

どうか。

 浜通り等の各自治体に先駆け、浪江町には夢や

希望を与える様な、施設があるな、面白いな、楽

しいな等話題作りが必要ではないかと思います。

新しい魅力を創出し、行ってみたい・住んでみた

い浪江町にできることに挑戦してみてはどうか。

ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘のとおり、夢や希望を与えるような施設はこれからの

まちづくりに重要なものと認識しています。浪江町が新しい

魅力を発信し、「住んでみたい」と思っていただける町とな

るよう、検討し実現していきます。

61 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

娯楽施設の充実を希望。

遊園地、ゴルフ場、ボウリング場、ゲームセン

ター、室内巨大プールなどなど。 ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘のとおり、夢や希望を与えるような施設はこれからの

まちづくりに重要なものと認識しています。浪江町が新しい

魅力を発信し、「住んでみたい」と思っていただける町とな

るよう、検討し実現していきます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

62 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

「浪江町で営業している事業所・お店」について

も「なみえうまいもんマップ」のような地図を

作ってあげてはどうか？
ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘のとおり、飲食店だけでなく、事業所やお店について

も、わかりやすい情報発信に努めていきます。

63 第3編 第1章 施策2-(1)
商工業の振

興

私達高齢に成れば日々の生活精一杯なのです。イ

ノベーションコーストそれさえどんな事か解らな

いのです。年々字を書くのが苦手に成ります。団

地の集会所等で説明の開催の考えはないのか。

ご意見として

受け止めます
- -

これまでイノベ機構と連携しながら、イノベ構想の普及啓発

に取り組んできています。「ふたばワールド」や「十日市」

などの町民同士が集まれるイベントでの情報発信のブース設

置、シンポジウムの開催、イノベエリアでのスタンプラリー

の開催に取り組んできました。

今後も町の情報発信に取り組みます。ご意見については、今

後の情報発信の参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

64 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

牧場や水素、木材工場が一望できる展望台を設置

すべきである。

素案に記載済

みの意見
41 1

ご指摘いただいた展望台の設置につきましては、令和2年度事

業で整備を予定しています。

また、展望台に限らず、町の魅力や取組を様々な形で発信し

ていくことが重要だと考えておりますので、引き続きしっか

りと取り組んでいきます。

『町民の帰還や移住・定住の推進には、魅力ある仕事づくり

が必要です。ＦＨ３Ｒや福島ＲＴＦ 浪江滑走路等が立地する

魅力ある研究・実証環境との発信と、国・県等の各種復興関

連支援制度活用による積極的な企業誘致を継続し、雇用の場

の確保と地域経済の再生に取組みます。』という形で記載し

ています。

65 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

仕事のできる場を作ること。

素案に記載済

みの意見
41 1

ご指摘の通り、町の復興にあたって仕事のできる場を作るこ

とは非常に重要です。これまで実施をしてまいりました産業

団地整備、企業誘致、事業再開支援等の取組を継続し、仕事

のできる場をしっかりと創出していきます。

『町民の帰還や移住・定住の推進には、魅力ある仕事づくり

が必要です。ＦＨ３Ｒや福島ＲＴＦ 浪江滑走路等が立地する

魅力ある研究・実証環境との発信と、国・県等の各種復興関

連支援制度活用による積極的な企業誘致を継続し、雇用の場

の確保と地域経済の再生に取組みます。』等、ご指摘の内容

を踏まえた記載としています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

66 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

農業振興だけでなく、企業誘致や商業・観光関連

での施策を実施し定住化を促進してもらいたい。

素案に記載済

みの意見
41 1

『町民の帰還や移住・定住の推進には、魅力ある仕事づくり

が必要です。ＦＨ３Ｒや福島ＲＴＦ 浪江滑走路等が立地する

魅力ある研究・実証環境との発信と、国・県等の各種復興関

連支援制度活用による積極的な企業誘致を継続し、雇用の場

の確保と地域経済の再生に取組みます。』と記載していると

ころでありますが、定住化の促進のためには企業誘致に限ら

ず、ご指摘の商業・観光関連施策や、生活環境再生等も必要

不可欠ですので、様々な分野の施策を横断的に実施しながら

定住化の促進を図っていきます。

67 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

浪江町の復興計画には、若い人の帰還が第一と考

える。そのためには、働く場所が必要です。水素

などの先進的産業も必要であるが、高度なもので

は地元雇用も少なくなるので、工場などの誘致を

考えてはどうか。

素案に記載済

みの意見
41 1

『町民の帰還や移住・定住の推進には、魅力ある仕事づくり

が必要です。ＦＨ３Ｒや福島ＲＴＦ 浪江滑走路等が立地する

魅力ある研究・実証環境等の発信と、国・県等の各種復興関

連支援制度活用による町の魅力を発信し、積極的な企業誘致

を継続し、雇用の場の確保と地域経済の再生に取組に取り組

みます。』と記載していますが、ご指摘のとおり、先端産

業・高度産業に限らず、労働集約型の工場等の誘致も必要だ

と考えています。

進出企業の雇用規模などを企業誘致活動を継続していく中で

しっかり確認をしながら、雇用の場雇用の場の確保に取り組

んでいきます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

68 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

請戸漁港水産加工団地など、町で工業団地を取り

入れて企業誘致にお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
41 1

これまでに整備を行った藤橋産業団地、北産業団地、棚塩産

業団地への企業誘致活動を継続して展開し、早期の企業進出

に繋げるとともに、今後整備を進める南産業団地、RE100産

業団地等、新たな企業誘致の場の創出にも努めていきます。

『南産業団地の早期整備や立地企業の事業運営に必要なエネ

ルギーを再生可能エネルギー・水素エネルギーで賄う、（仮

称）棚塩ＲＥ１０１産業団地の整備構想を進め、イノベ構想

関連の先端産業等の受入体制の強化を図ります。』と記載し

てます。

なお、ご指摘の請戸水産加工団地につきましては、整備した2

区画への企業進出が完了しています。

69 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

発電施設の雇用はそれほど多くないと思うが、そ

れら、先進的な技術を活かした、企業誘致は第3次

計画では考えていないのか。
素案に記載済

みの意見
41 2

『南産業団地の早期整備や立地企業の事業運営に必要なエネ

ルギーを再生可能エネルギー・水素エネルギーで賄う、（仮

称）棚塩ＲＥ１０１産業団地の整備構想を進め、イノベ構想

関連の先端産業等の受入体制の強化を図ります。』と記載し

ており、引き続きイノベ構想関連の先端産業等の誘致に取り

組んでいきます。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

70 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

働く意欲のある人が喜んで仕事に精を出すような

有力企業を誘致してもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

『町民の帰還や移住・定住の推進には、魅力ある仕事づくり

が必要です。ＦＨ３Ｒや福島ＲＴＦ 浪江滑走路等が立地する

魅力ある研究・実証環境等の発信と、国・県等の各種復興関

連支援制度活用により町の魅力を発信し、積極的な企業誘致

を継続し、雇用の場の確保と地域経済の再生に取組に取り組

みます。』と記載していますが、ご指摘のとおり、魅力ある

労働環境の中で働いていただくことが重要だと考えています

ので、他地域にも誇れるような先端産業や有力企業へのアプ

ローチも継続して行っていきます。

71 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

企業を誘致し、浪江町民がその企業に就職するこ

とが基本であるので誘致と共に「雇用」していた

だくことを企業に再要請お願いしたい。
ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘の通り、進出企業による地元雇用は非常に重要であり

ますので、進出済みの事業者及び今後進出を希望される事業

者と、地元雇用についてしっかりと協議してまいきます。

72 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

浪江町に会社、工場、研究所等の誘致建設するこ

とは町の復興発展向上に欠かせないものであるか

ら、私は賛成でありますが、公害を発生させた

り、安寧秩序を悪化させたりするものではあって

はならない。

ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘の通り、地域経済の再生や復興と、自然環境とが調和

のとれた形で進展していくことが重要だと考えています。

企業誘致にあたっては、周辺地域の住民のご意見を尊重しつ

つ、事業者の環境影響対策などもしっかり確認をしながら、

誘致活動を展開していきます。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

73 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

トヨタ自動車は、東京台場に、メガウェーブとい

う施設を設けている。トヨタの販売中のほぼすべ

ての車を試乗できます。それにならって、国内で

販売中のほぼ、すべてを試乗できる施設を作って

はどうかとおもう。

ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘をふまえ、雇用の場の再生だけでなく、観光資源とな

り交流人口拡大つながるという視点も持ちながら企業誘致・

プロジェクト誘致活動を継続していきます。

74 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

プラスチックごみ処理施設。

 首都圏では、プラスチックごみの処理に困って

いるそうです。そのプラスチックごみを処理する

施設を作ってはどうか。 ご意見として

受け止めます
- -

浪江町ではゼロカーボンシティを宣言するなど、環境と調和

のとれた持続可能なまちづくりを展開していきます。

そのような中で、環境問題を解決していくための産業・企業

等へもしっかりとアプローチをしながら、関連産業の誘致に

努めていきます。

75 第3編 第1章 施策2-(2)
企業誘致の

推進

イノベーションコースト構想の主体を町北部から

南部の太田地区までをクラスター状によって学術

都市の才能を誘致すべき。イノベーション構想が

命です。研究施設、学術施設によって、関連企業

の誘致が可能となり、働く場所があれば、若者が

入って来る。筑波学園都市も万博を基盤にして、

それでも４０年かかっている。やるのか、名乗り

出るか、はっきりしてほしい。

ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘の通り、イノベーションコースト構想は今後の町の復

興を大きく左右する非常に重要なものだと認識しています。

イノベーション・コースト構想関連のプロジェクト誘致や実

証で終わることの無いよう、関連産業の誘致や学術機関との

連携等を行いながら、地域に根差したものとしていけるよう

尽力していきます。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

76 第3編 第1章 施策2-(3) 就労支援

農業の再開と同時に就労支援を強化してほしい。

ゆとりをもって農業に取り組めるような枠組みを

作ってほしい。

ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘の通り、多様な営農の在り方、就労の在り方を選択で

きることが必要だと考えております。引き続き、企業誘致に

よる雇用の場の確保や、関係機関と連携した就労支援を行い

ながら、多様な働き方ができるように尽力してまいります。

『帰還の促進と 移住・定住の推進を図るため、今後とも、浪

江町地域職業相談室等関係機関と連携し、職業相談や求人検

索・紹介等様々な就労支援の拡充を図るとともに、きめ細か

な情報提供に取り組みます。』と記載しているところです。

77 第3編 第1章 施策2-(3) 就労支援

第三次復興計画を早急に実践して、雇用を創出す

る。未来に通じた企業を誘致して、これまでの浪

江町民はもとより、新しく浪江町民として働く若

者を支援してもらいたい。
ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘の通り、三次計画で計画されたことを一日も早く実現

していくことが肝要ですので、企業誘致やイノベ構想関連産

業の集積、雇用創出や就労支援等を迅速かつ丁寧に進めてい

きます。

27



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

78 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

娯楽施設の充実を希望。

温浴施設、宿泊施設を含めた町営施設。

素案に記載済

みの意見
44 3

ご指摘のとおり、夢や希望を与えるような施設はこれからの

まちづくりに重要なものと認識しています。浪江町が新しい

魅力を発信し、「住んでみたい」と思っていただける町とな

るよう、検討し実現していきます。

宿泊施設と温浴施設については、「いこいの村なみえ」が再

開しており、さらなるサービス向上と利便性の向上を図って

いきます。

なお、第三次計画では『町内の宿泊拠点として「いこいの村

なみえ」の再開や民間ホテルの創業など、町民や訪問者が町

に滞在できる環境が整いました。』と記載しています。

79 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

 予定されている復興牧場は防疫のため立ち入り

が制限される。子ども達の搾乳体験や世界最先端

のロボット搾乳牧場の案内等ができる「ふれあい

観光牧場」を隣接地に併設すべきである。 素案に記載済

みの意見
45 2

『 また、「道の駅なみえ」を軸に、被災経験を伝える「東日

本大震災・原子力災害伝承館」・「震災遺構請戸小学校」・

「復興祈念公園」、先進的な取組のイノベ関連施設、今後再

開を予定している「さけやな場」・「丈六公園」などの観

光・交流資源を有機的に結びつけ魅力を発信します。

』の中で参考とします。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

80 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

3年前より「ホープツーリズム」（教育旅行・企業

研修）にとりくみ、この地を学びにするツアーが

着実に広がってきています。

今後、全国から学年行事としてこの地を訪問する

中高生は多くなることが予想されます。地域（双

葉郡全体および周辺）で受入れ体制をつくってい

く必要があり、また、一学年を受け入れることが

できる宿泊施設が不足しており、その整備も望ま

れます。（現状、Jヴィレッジかスパリゾートしか

なく、滞在時間が短い）

⇒ホープツーリズムのことばを計画の中に盛り込

んでいただくことが、これからの財源確保と、

国・県・自治体連携のために必要です。ぜひ追加

してください。

ご意見を反映

いたします
45 2・3

関係機関と連携しながら、ホープツーリズムを推進していき

ます。

ご意見をふまえ、次のとおり修正いたします。

『また、「道の駅なみえ」を軸に、被災経験を伝える「東日

本大震災・原子力災害伝承館」・「震災遺構請戸小学校」・

「復興祈念公園」、先進的な取組のイノベ関連施設、今後再

開を予定している「さけやな場」・「丈六公園」などの観

光・交流資源を有機的に結びつけ魅力を発信します。

 あわせて、周辺自治体や関係団体との連携を深め被災地域

を学びの場とし、ホープツーリズム※など広域的な視察周遊

ルートを創設します。』

81 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

今ある資源を活用する。例：請戸川リバーサイド

桜、陶芸の里おおぼり等

素案に記載済

みの意見
45 2・3

先駆的な取組をしているイノベ関連施設を新たな町の魅力と

して活用するとともに、既存の町の観光資源を再整備し、こ

れらを有機的に結びつけ、観光・交流に活用していきます。

『また、「道の駅なみえ」を軸に、被災経験を伝える「東日

本大震災・原子力災害伝承館」・「震災遺構請戸小学校」・

「復興祈念公園」、先進的な取組のイノベ関連施設、今後再

開を予定している「さけやな場」・「丈六公園」などの観

光・交流資源を有機的に結びつけ魅力を発信します。

。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

82 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

棚塩産業団地には、水素やロボテスなど、面白い

施設があるようなので、全国から参加出来る見学

ツアーを定期的に募って浪江町のイメージ向上に

役立ててはどうか？

素案に記載済

みの意見
45 2・3

先駆的な取組をしているイノベ関連施設を新たな町の魅力と

して活用するとともに、既存の町の観光資源を再整備し、こ

れらを有機的に結びつけ、観光・交流に活用していきます。

『また、「道の駅なみえ」を軸に、被災経験を伝える「東日

本大震災・原子力災害伝承館」・「震災遺構請戸小学校」・

「復興祈念公園」、先進的な取組のイノベ関連施設、今後再

開を予定している「さけやな場」・「丈六公園」などの観

光・交流資源を有機的に結びつけ魅力を発信します。

 あわせて、周辺自治体や関係団体との連携を深め被災地域

を学びの場とし、ホープツーリズム※など広域的な視察周遊

ルートを創設します。』と記載しています。

83 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

公園へのお年寄り用の遊具が設置するなど、小さ

な子供からお年寄りの方たちが生活しやすい浪江

町、風評被害に負けないまちづくりをお願いした

い。
ご意見として

受け止めます
- -

「丈六地区周辺の環境整備」の中で参考とします。

84 第3編 第1章 施策2-(4)
観光・交流

の推進

請戸海水浴場の整備を希望する。

ご意見として

受け止めます
- -

海岸周辺の復興関連事業の完了や需要の動向を見極め、将来

のまちづくりの参考とします。

85 第3編 第2章 施策1-(1)
子育て環境

の充実

娯楽施設の充実を希望。

屋内遊び場。

素案に記載済

みの意見
49 3

屋内遊び場については、ふれあいセンター跡地に屋内アスレ

チックの整備に取り組んでいます。

『子育てしやすい環境づくりのため、屋内アスレチック施設

の整備を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

86 第3編 第2章 施策1-(1)
子育て環境

の充実

子育て出来る環境の施策が必要である。

素案に記載済

みの意見
- -

基本方針Ⅱの施策１の中で、子育て環境の充実に取り組んで

いきます。

町では、令和2年3月に子育て支援の総合的な取組みを推進す

るための個別計画として「浪江町第2期子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、避難先での子育てを支援するとともに、

町内における子育て環境の向上を目指すとしています。

87 第3編 第2章 施策1-(1)
子育て環境

の充実

子ども支援をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
- -

基本方針Ⅱの施策１の中で、子育て環境の充実に取り組んで

いきます。

町では、令和2年3月に子育て支援の総合的な取組みを推進す

るための個別計画として「浪江町第2期子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、避難先での子育てを支援するとともに、

町内における子育て環境の向上を目指すとしています。

88 第3編 第2章 施策1-(1)
子育て環境

の充実

インフルエンザの予防接種の助成を子ども達対象

に実施してもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

子どものインフルエンザ予防接種の定期化については、国の

検討が重ねられ、平成17年3月の予防接種の検討会、中間報告

書において、現行の方法によって子どもに接種した場合の有

効性には限界があり、希望する場合には任意接種として行う

のが適当との結論が出でいます。

町が任意接種である予防接種に対して助成を行うことについ

ては、予防接種を積極的に推奨することになり、現段階の助

成は難しいと考えます。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

89 第3編 第2章 施策1-(2)
学校教育の

充実

学校が近くにあること。

素案に記載済

みの意見
50 2

町内でなみえ創成小学校・中学校を開校しています。

『平成 30 年 4 月からは、 なみえ創成小・中学校が町内で開

校し、少しずつではありますが、町内の子どもの数が増加し

ています。』と記載しています。

90 第3編 第2章 施策1-(2)
学校教育の

充実

教育への支援をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
51 2

基本方針Ⅱの施策1-(2)の中で取り組んでいきます。

『今後は町の歴史や伝統文化、防災教育等様々な体験や学び

の場の提供など、学校教育だけでなく、地域ぐるみ、町ぐる

みで学びの創出を行います。さらに、ＡＬＴ（外国語指導助

手）と連携した英語学習やタブレット端末を利用したＩＣＴ

教育等先進的な教育環境の充実に取り組みます。』等の記載

をしています。

91 第3編 第2章 施策1-(2)
学校教育の

充実

せっかく常磐線が再開通したのだから、列車利用

でふたば未来学園や小高産技を進学先として選ん

でもらえる「仕掛け」をするべきである。
素案に記載済

みの意見
51 4

学生に対する経済的支援として、ＪＲで通学する場合等の通

学費助成を行っています。

『経済的支援では、町内外を問わずこれまでの就学援助など

各種助成制度等による支援を継続します。』と記載していま

す。

92 第3編 第2章 施策1-(2)
学校教育の

充実

浪江高校跡地に東京6大学を誘致してはどうか。

6大学付属高校もしくは工業高校、工業大学などの

誘致を。
ご意見として

受け止めます
- -

今後の学生の増加の状況を注視しつつ、将来のまちづくりの

参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

93 第3編 第2章 施策1-(2)
学校教育の

充実

また、勉学においても、津島地区は山間部にあ

り、小中高と揃っている事を利用して、山村留学

などで、学生を呼び込む。・・・周りに何もない

土地だと言う事を利用して、勉学に集中できる

様、環境を整備する。学生寮等も整備する。

 教育の業態にしても、勉強に集中できて進学を

目指すのか不登校児が安心して勉学に集中できる

のかは、後日、決めればよい。

 浪江町として、町の中心地に大学を誘致する事

も並行して行う。

ご意見として

受け止めます
- -

将来的の学習環境の充実に向けたご意見として参考としま

す。

94 第3編 第2章 施策1-(2)
学校教育の

充実

双葉郡北部に県立高校を再生すべきである。

ご意見として

受け止めます
- -

町内の学生の人数の増加に合わせ、県への要望を検討してい

きます。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

95 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

老人の憩いの場所。

素案に記載済

みの意見
53 1

公民館機能を備えた地域交流施設整備や、パークゴルフ場の

再整備等の検討を進め、高齢者の方の健康づくりや生きがい

づくりに取り組んでいきます。

『新たに生涯学習を通じた交流によるコミュニティ形成を図

る場として、ふれあいセンターなみえ運動公園の復旧、 さら

には旧コスモス保育園を活用した図書館機能・公民館機能を

備えた地域交流施設の整備等を進めます。 あわせて既存の各

運動場の復旧やパークゴルフ場の再整備などの検討を進め、

これらの施設と地域スポーツセンターの活用を図り、町民の

健康づくりと生きがいづくりを推進します。』と記載してい

ます。

96 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

娯楽施設の充実を希望。

テニスコート、体育館。

素案に記載済

みの意見
53 1

体育館については、「浪江町地域スポーツセンター」が完成

したほか、既存運動場の復旧についても検討していきます。

『あわせて既存の各運動場の復旧やパークゴルフ場の

再整備などの検討を進め、これらの施設と地域スポーツセン

ターの活用を図り、町民の健康づくりと生きがいづくりを推

進します。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

97 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

リカレント教育への町の取組も大切である。

素案に記載済

みの意見
53 1

基本方針Ⅱの施策2-（1）の中で、町内での図書館機能や公民

館機能を備えた施設整備や、生きがいづくり等の活動の支援

により、リカレント教育（生涯にわたって教育とその他諸活

動を交互に行う教育システムのこと）に取り組める環境の実

現に取り組んでいきます。

『新たに生涯学習を通じた交流によるコミュニティ形成を図

る場として、ふれあいセンターなみえ運動公園の復旧、 さら

には旧コスモス保育園を活用した図書館機能・公民館機能を

備えた地域交流施設の整備等を進めます。 あわせて既存の各

運動場の復旧やパークゴルフ場の再整備などの検討を進め、

これらの施設と地域スポーツセンターの活用を図り、町民の

健康づくりと生きがいづくりを推進します。』と記載してい

ます。

98 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

まだ町議会で「地域スポーツセンターの利用有料

化」については議論の俎上に上がっていないとい

うが、券売機は既に用意されている。条件付きで

有料化には賛成ではあるが、そのためには、

①もっとウエイトトレーニング関連のマシンを増

やすこと（高負荷の器具の導入）

②トレーナーを常駐させること（利用者ごとに体

の変化をカルテ化してトレーニングに活用）

③ヨガ講座のようなものを定例開催する（体幹の

強化）といったことを提案したい。

素案に記載済

みの意見
53 1

町民の健康福祉の充実と公平な受益者負担のあり方を総合的

に検討し、今後の浪江町地域スポーツセンターの運営の参考

とします。

『地域スポーツセンターの活用を図り、町民の健康づくりと

生きがいづくりを推進します。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

99 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

図書館が再開しない。図書館として考えると各種

条例、教育委員会、司書などでがんじがらめにな

る。貸本屋的在庫は持たない新刊本中心、古本の

みタブレットを使った電子図書で対応、Amazonな

ら新刊本、聴く読書も安く提供している。タブ

レットは貸し出し方式とし本人確認にはマイナン

バーカードを必須にすればいい。場所は道の駅で

も役場隣でもよい。飲み物は自販機を活用すれば

人件費はタブレット管理のみで済む。人への投資

は箱物だけでなく「知の拠点」にも。

素案に記載済

みの意見
53 1

図書館機能の整備に取り組んでいきます。

『旧コスモス保育園を活用した図書館機能・公民館機能を備

えた地域交流施設の整備等を進めます。 』と記載していま

す。

100 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

パークゴルフ場の設置

健康、運動と言うけれど、町内にはパークゴルフ

場がなくなって10年になる。

他の市町村のパークゴルフ場を利用して町民大会

を開催している有様でなさけない。

いこいの村、丈六公園付近に36ホール４コースの

パークゴルフ場を設置出来ないか。

素案に記載済

みの意見
53 1

パークゴルフ場の再整備について検討を進めていきます。

『既存の各運動場の復旧やパークゴルフ場の再整備などの検

討を進め、これらの施設と地域スポーツセンターの活用を図

り、町民の健康づくりと生きがいづくりを推進します。』と

記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

101 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

・スポーツセンターのトレーニングルームがもう

少し充実してほしい

素案に記載済

みの意見
53 1

今後の浪江町地域スポーツセンターの運営の参考とします。

『地域スポーツセンターの活用を図り、町民の健康

づくりと生きがいづくりを推進します。』と記載していま

す。

102 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

震災前は開催されていた「福島県１０マイルロー

ドレース」を復活させる予定はないのだろうか？

海を目指すコースを考えてはどうか？10マイル＝

約16キロのコース設定は大変だが、町の中心を周

回し、幾世橋小の坂を通って棚塩の水素プラント

付近で折返し、114号陸橋を超え、スポーツセン

ターをスタート/ゴールにするような設定なら踏切

も通らずに可能と思われる。町役場付近から請戸

橋まで川沿いを往復して7キロ程度なので、距離的

には十分であり、アップダウンに富んだコースが

作れるのではないか？

そしてレース後はいこいの村で風呂に入ってもら

う、町内で食事・買物ができるクーポンを配布す

るなどの特典を付ければ良いのではないか？「マ

ラソンブーム」からは出遅れた感はあるが、大会

の復活という点では盛り上がるのではないか？さ

らに言えば今井正人（元祖山の神 小高区浦尻に

実家があった）をゲストランナーで呼べれば最高

ではないか？

素案に記載済

みの意見
53 2

「福島県１０マイルロードレース」は県の陸上競技会が主催

していたものであり、現時点で再開の予定はありませんが、

今後の町内のスポーツイベント充実へのご意見として参考と

します。

『震災前に町内で実施していた町民運動会・各種競技大会な

ど町民が一体となり楽しく参加できるスポーツ・イベントの

再開・創出に努めるとともに、芸能祭など各種活動への支援

を通して町民の生きがいづくりを推進します。』と記載して

います。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

103 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

「新たな絆の醸成」の場として、「町民ゴルフ大

会」（グラウンドゴルフやパークゴルフではな

く）は継続していただきたい。

素案に記載済

みの意見
53 2

町主催の「町民ゴルフ大会」の開催の実績はございません

が、新たな絆の醸成のため、町民が一体となり楽しく参加で

きるスポーツイベントの再開・創出の中で参考とします。

『震災前に町内で実施していた町民運動会・各種競技大会な

ど町民が一体となり楽しく参加できるスポーツ・イベントの

再開・創出に努めるとともに、芸能祭など各種活動への支援

を通して町民の生きがいづくりを推進します。』と記載して

います。

104 第3編 第2章 施策2-(1)
生涯学習環

境の充実

「スポーツの町」として位置付けてはどうだろう

か。相双からは世界に名をとどろかせるトップア

スリートを輩出している。浪江も「水泳」もしく

は「フィギュアスケート」の強化選手を育成する

施設を作ったらどうか。

ご意見として

受け止めます
- -

町の財政や町民の需要意向に注視しつつ、将来のまちづくり

の参考とします。

105 第3編 第2章 施策2-(2)

文化財保

護・伝統芸

能の継承

 文化財の調査・保存活動や、保存・収蔵の視点

が必要ではないか。特に、原発事故による帰還困

難区域内の古民家やそこに残され、伝えられてき

た古文書、民具などを調査し、記録に残し、保存

継承する必要がある。そのための保存・収蔵施設

の整備も検討すべきである。
素案に記載済

みの意見
55 1・2

引き続き文化財の調査・保存活動や保存・収蔵について取り

組んでいきます。

『町の豊かな歴史と文化を後世に引き継ぐため、指定文化財

を中心に修復・保全を継続するほか、町内で進む復興関連事

業・住宅再建等開発事業と遺跡（埋蔵文化財）の保護の両立

を図りながら、発掘調査成果を還元するための現地説明会や

遺物等の展示に取り組みます。』及び『歴史や文化の継承の

基となる文化財の活用に向けて、収蔵環境の整備と ともに今

後も寄託される物品・ 資料の受入・整理に取り組みます。』

と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

106 第3編 第2章 施策2-(2)

文化財保

護・伝統芸

能の継承

帰還困難区域の文化財（農具、民具、生活用具

等）を保護をしてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
55 3

帰還困難区域も含め、町内全域において文化財の保護に取り

組みます。

『歴史や文化の継承の基となる文化財の活用に向けて、収蔵

環境の整備と ともに今後も寄託される物品・ 資料の受入・整

理に取り組みます。』と記載しています。

107 第3編 第2章 施策3-(1)
震災の記憶

の伝承

広大な荒野となった土地での震災遭難者の大規模

捜索（遺骨の発見）を行うべきである。

素案に記載済

みの意見
56 2

福島県警察本部が毎月の月命日に津波被災地での捜索を実施

しているほか、毎年3月に福島県警察本部と町民等が連携した

捜索を実施しています。

『犠牲者に対し哀悼の意を表するとともに、 過酷な被災経験

を二度と繰り返させないため、平成 24 年から毎年 3 月に

「浪江町東日本大震災追悼式」を執り行っています。』の中

で継続して取組みます。

108 第3編 第2章 施策3-(1)
震災の記憶

の伝承

震災当時小中学生の子どもたちが10年を経過して

成人していますが、町立学校の取り壊し決定で、

楽しかった浪江の生活の心の拠り処がありませ

ん。CG、VRとかで、当時を懐かしめるようなプラ

ンはないか。
素案に記載済

みの意見
56 3

ＶＲなどの映像や写真等で、小中学校の記録・思い出の保存

に取り組んでいます。今後、町のＨＰでいつでも誰もが閲覧

できるように公開を検討しています。

『町内にあった各小中学校の校歌を記録（ＣＤ化）するとと

もに、解体予定の校舎内部をＶＲ（仮想現実）システムを活

用したデジタルデータで保存しました。』と記載していま

す。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

109 第3編 第2章 施策3-(1)
震災の記憶

の伝承

今、復興公園工事が進んでおりますが、時が進み

ますとその場所がどういう所だったのか忘れられ

ます。請戸小学校が震災遺構として残されるので

あればその場所に３行政区が存在し、当時何戸数

があった事のわかるような表示が残されたなら、

と思う。

素案に記載済

みの意見
57 1

ご意見を参考に展示パネル等に反映してまいります。

『震災の教訓・記憶を後世の人々に伝承するため、数ある震

災遺構の中で、地震・津波に加え原発事故の脅威を伝えるこ

とができる数少ない場所である「請戸小学校」 を震災遺構と

し、あわせて震災遺構内に町の震災の記憶を伝える物品・資

料等を保存・公開する ことにより、伝承活動、防災教育等の

取組を進めます。』と記載しています。

110 第3編 第2章 施策3-(1)
震災の記憶

の伝承

請戸小学校が津波の震災と記憶を保存する施設と

して残ることになったので、ここに津波の流出物

の展示物を多く展示することと、震災前、震災

時、震災直後、その後（４～５年後）の復興状

況、現在の状況の写真やパネルを順次並べて展示

することで、一般の人達にも一見で分かるような

所（部屋）を設けて欲しい。

素案に記載済

みの意見
57 1

ご意見を参考に展示パネル等に反映してまいります。

『震災の教訓・記憶を後世の人々に伝承するため、数ある震

災遺構の中で、地震・津波に加え原発事故の脅威を伝えるこ

とができる数少ない場所である「請戸小学校」 を震災遺構と

し、あわせて震災遺構内に町の震災の記憶を伝える物品・資

料等を保存・公開する ことにより、伝承活動、防災教育等の

取組を進めます。』と記載しています。

111 第3編 第2章 施策3-(1)
震災の記憶

の伝承

取り残された共同墓地跡の遺骨の移転を行うべき

である。

素案に記載済

みの意見
57 1

町営大平山霊園や町外等への墓地移転により、多くのご遺骨

は改葬（移転）されております。請戸共同墓地の跡地利用と

して「先人の丘」の整備を予定しており、整備の中で出てき

たご遺骨については、同施設内に納骨させていただく予定で

す。

『請戸共同墓地の跡地に「先人の丘」を整備し、 鎮魂と 被災

の記憶の継承に取り組みます。』の中で取り組んでいく予定

です。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

112 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の避難指示解除に向けその時期を明

確に示すこと。
素案に記載済

みの意見
60 2

平成 29 年 11 月に帰還困難区域全域について「浪江町帰還困

難区域復興再生計画」を 策定し、令和 15 年 3 月までに帰還

困難区域全域の復興に向けた作業の完成を目指すとしていま

す。

113 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

施策編には「全域避難指示解除に向けた取り組

み」で、R3～R7まで「一日も早い町内全域避難指

示解除の要望を継続」と記載されていますが、町

独自のプランの検討はされるのでしょうか？
素案に記載済

みの意見
60 2

平成 29 年 11 月に帰還困難区域全域について「浪江町帰還困

難区域復興再生計画」を 策定し、令和 15 年 3 月までに帰還

困難区域全域の復興に向けた作業の完成を目指すとしていま

す。

114 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の解除の時期的に早急に国と協議

し、スローガンだけでなく、はっきりと明確な時

期を示しての再生を目指してほしい。
素案に記載済

みの意見
60 2

『平成 29 年 11 月に帰還困難区域全域について「浪江町帰還

困難区域復興再生計画」を 策定し、令和 15 年 3 月までに帰

還困難区域全域の復興に向けた作業の完成を目指す、整備目

標スケジュールを定めました。』としています。

115 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島の帰還困難はどんな再生計画か見えないので

すが、一日も早く計画を出してもらいたい。除染

の計画をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
60 4

帰還困難区域の再生については、『町は特定復興再生拠点区

域を、帰還困難区域全域の復興に向けた第 1 ステージと位置

づけ、段階的な整備範囲拡大を目指します。』と記載してい

ます。

なお詳細については、「浪江町帰還困難区域復興再生計画」

の中で、帰還困難区域の復興再生に係る町の基本的な考え方

や、「浪江町特定復興再生拠点復興再生計画」の中で、特定

復興再生拠点内での取組を記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

116 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の解除に向けた町の姿勢、方針をま

ず示したうえで、現在すでに避難指示が解除され

た地域の振興策を示すべきではないか。

原案では、その辺が混在している感じがする。帰

還困難区域の再生が少なすぎる。帰還困難区域全

域の除染・家屋解体をしっかり進めるというメッ

セージが伝わらない。

そのうえで各施策についても精査すべきではない

か。

素案に記載済

みの意見
60 4

帰還困難区域の解除に向けた町の姿勢、方針については『町

は特定復興再生拠点区域を、帰還困難区域全域の復興に向け

た第 1 ステージと位置づけ、段階的な整備範囲拡大を目指し

ます。』と記載しています。

なお詳細については、「浪江町帰還困難区域復興再生計画」

の中で、帰還困難区域の復興再生に係る町の基本的な考え方

や、「浪江町特定復興再生拠点復興再生計画」の中で、特定

復興再生拠点内での取組を記載しています。

117 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

住宅等の解体を出来るだけ早く実現してもらいた

い。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

118 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

住宅の解体は早急に検討してほしい。人生100年時

代とか言うが、健康寿命100年の人はそんなに居な

い。拠点内の住宅は解体され、それ以外の住宅の

解体されなければ差別と分断になりかねない。
素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

119 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区の復興について

 11月22日(日) 於）二本松市男女共生セン

ター、13:00～開催された、『浪江町の帰還困難区

域の「復興拠点」と「区域外」の今後の方針』で

の浪江町⾧（代理：サトウ副町⾧）との意見交換

会の内容を検討して推進してもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

いただいたご意見を踏まえて、検討を進めていきます。な

お、町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難

区域を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再

生に向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

120 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

 町の計画で帰還困難区域の復興・再生は第1～3

ステージで整備を図ることとされた（第2ステージ

＝令和5年4月～令和10年3月、第3ステージ＝令和

10年4月～令和17年3月）とすれば、第三次復興計

画期間内に第2、第3ステージが重なるはずなの

に、そこの件について言及が一切ない。町の計画

に載らなければ、国が自ら計画を策定するはずも

ないので、ぜひ町の計画として具体的に盛り込ん

で、国に対し強力に要望・要請していくべき。そ

うでなければ、帰還困難区域の住民は納得できな

いのではないか。

素案に記載済

みの意見
61 5

ご意見の、帰還困難区域の復興・再生の第1ステージから第3

ステージで整備することについては、個別計画である「浪江

町帰還困難区域再生計画」の中で記載しています。国に対し

強力に要望・要請していく姿勢について、

『政府は、令和元年 12 月 に閣議決定した、「復興・創生期

間」後における東日本大震災からの復興の基本方針の中で、

『帰還困難区域については、 「たとえ⾧い年月を要するとし

ても、将来的に帰還困難区域の全てを避難指示解除し、復

興・再生に責任をもって取り組む」 との決意の下、対応を検

討する必要がある。 』 と定めました。 政府方針の実現を強

く求め町として、一日も早い全域避難指示解除を目指し再生

を進めます。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

121 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

除染なしの解除はあってはならない、もしそうい

う事になるのなら、国が買い上げるべきである。

素案に記載済

みの意見
61 5

町としても、避難指示解除にあたって除染は必要不可欠であ

ると考えています。

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

122 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区は、現在、一部、「特定復興再生拠点区

域」で、除染等が行われているが、他の地区に対

して極端に面積が小さい。

 除染は西側の川俣・二本松の郡境側から東(太平

洋側)に向かって行うべきである。

 そもそも、周りが「未除染」の区域で、線量が

ある区域のど真ん中に住民が戻ってくるのは心理

的に「嫌悪感」があり、最初から間違った考えで

あり「見直し」すべきである。

 津島地区は広大な土地・山等に囲まれており、

国道が3本も縦横に走っている。

 各国道をメインに側道へ整備を拡大させる。

 津島地区は奥深い土地に住居のある人達がいま

すが、なるべく沿線に住めるように整備を進める

べきだ。

素案に記載済

みの意見
61 5

帰還困難区域の再生については、『町は特定復興再生拠点区

域を、帰還困難区域全域の復興に向けた第 1 ステージと位置

づけ、段階的な整備範囲拡大を目指します。』と記載してい

ます。

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で拠点区域外の避難指示解除に向けた方針の明示を求

めています。

『政府は、令和元年 12 月 に閣議決定した、「復興・創生期

間」後における東日本大震災からの復興の基本方針の中で、

『帰還困難区域については、 「たとえ⾧い年月を要するとし

ても、将来的に帰還困難区域の全てを避難指示解除し、復

興・再生に責任をもって取り組む」 との決意の下、対応を検

討する必要がある。 』 と定めました。 政府方針の実現を強

く求め町として、一日も早い全域避難指示解除を目指し再生

を進めます。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

123 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

家屋解体と完全除染を。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

124 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域 井手行政区において、幹線道路の

通行が出来る様になり、道路脇の除染・解体等の

調査に入りました。これまでの説明では、線量が

下がるまで何もやらないとのことですが、線量の

低いところもあるので、町道の除染・常磐道の西

側から除染の計画をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

125 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の早期の除染を進めてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

126 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の家屋の解体を進めてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

127 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域にある家老地区が「復興拠点区域」

からの除外について、当地区は、住居困難は目に

見えて難しく、住民も高齢化しており、１日も早

い除染及び各建造物の早期解体を要望する。
素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

128 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区の自宅はカビが大量に発生し、もう生活

できないです。せめて、解体をしてもらいたい。

無理ならば、みなし解体とするように国・県に働

きかけてほしい。
素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

129 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

特定復興再生拠点外の除染家屋解体をして頂かな

ければ何も始まらないと思う。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

130 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域全部除染してもらわなければならな

い。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で、除染・家屋解体の実施を求めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

131 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

避難指示解除に向けて、これから10年計画とか

言っていたら、先行き不安でたまらない。一日も

早い除染を強く、強く、国に、東電に力のある町

から、町⾧から要望してもらいたい。 素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で拠点区域外の避難指示解除に向けた方針の明示を求

めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

132 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区の避難解除を早く進めて自由に出入りで

きるようにしてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で拠点区域外の避難指示解除に向けた方針の明示を求

めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

133 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区の除染を２次、３次とはっきりと国に要

請してもらいたい。除染しないで帰すことのない

ようにしてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で拠点区域外の避難指示解除に向けた方針の明示を求

めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

134 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

特定復興再生拠点の整備は「全域避難区域解除」

の政策の出発点であるので、国へ「全域避難区域

解除」の工程を速やかに「策定」するよう進言を

お願いしたい。 素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で拠点区域外の避難指示解除に向けた方針の明示を求

めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。

135 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

特定拠点以外の記載が少なすぎて希望が持てな

い。もっと具体が必要である。地域の意見を反映

させてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61 5

町では周辺自治体と連携し、「原発事故による帰還困難区域

を抱える町村の協議会」から「帰還困難区域の復興・再生に

向けた要望」を国に対し行っています。

その中で拠点区域外の避難指示解除に向けた方針の明示を求

めています。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

136 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の全てを解除することで人が集まり

活性化するのではないか。

素案に記載済

みの意見
61 5

特定復興再生拠点区域外の避難指示解除について、国に強く

求めます。

『政府は、令和元年 12 月 に閣議決定した、「復興・創生期

間」後における東日本大震災から の復興の基本方針の中で、

『帰還困難区域については、 「たとえ⾧い年月を要するとし

ても、 将来的に帰還困難区域の全てを避難指示解除し、復

興・再生に責任をもって取り組む」 との決意の下、対応を検

討する必要がある。 』 と定めました。 政府方針の実現を強

く求め町として、一日も早い全域避難指示解除を目指し再生

を進めます。』と記載しています。

137 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

拠点だけの除染とか、これから先10年計画とか

言ってないで、津島一括除染を是非お願いした

い。一括除染をして、高線量の所は、第２、３で

再除染を進める。そういった考えはできないの

か。 素案に記載済

みの意見
61 5

平成 29 年 11 月に帰還困難区域全域の「浪江町帰還困難区域

復興再生計画」を策定し、令和 15 年 3 月までに帰還困難区

域全域の復興に向けた作業の完成を目指す、整備目標スケ

ジュールを定めています。

全域避難指示解除に向け、一日も早い全域避難指示解除を国

に求めていきます。

『政府方針の実現を強く求め町として、一日も早い全域避難

指示解除を目指し再生を進めます。』と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

138 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の再生について、具体的なことを記

載してもらいたい。

素案に記載済

みの意見
61

1・2・

３

基本方針Ⅲの施策1-(1)の中で帰還困難区域再生に向けた取組

を記載しています。

特定復興再生拠点区域室原拠点※を、高速道路、幹線道路を

中心とした物流・防災の要と

して、防災拠点や物流産業等の集積拠点として整備を推進し

ます。

『特定復興再生拠点区域末森拠点を、周辺地域との連携によ

る農業再生エリアとして、隣接する田尻地区との連携を図り

ながら、農業の再生に向けた取組を推進します。』、『 特定

復興再生拠点区域津島拠点※を、 津島における 新たなまちづ

くりと交流エリアとし、その拠点施設として「つしま活性化

センター」 の復旧・整備を推進します。』、 「陶芸の杜おお

ぼり」 については、 文化的な価値をもつ区域として、町と大

堀相馬焼協同組合等が連携し、地元での伝統復活や観光・交

流を促進させる施設として復旧・整備を推進します。』と記

載しています。

139 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

『Ⅲ 帰還困難地域の再生と住みよい環境づく

り』の津島拠点について（特定復興再生拠点）

①通いの先生でもいいので、震災前程度の医療体

制が欲しい。

②車を持っていなかったり運転する年齢でなかっ

たり、出来なかったりする方が多いと思う。買い

物等、日常で必要なものを近くで買う事が出来る

様に地域バスを運行してほしい。

素案に記載済

みの意見
- -

帰還される住民の需要を適宜把握し、医療、公共交通及び買

い物環境等の住環境の充実について検討していきます。

個別計画である、「特定復興再生拠点復興再生計画」におい

て、生活環境整備について記載しています。

50
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

140 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

山間地の津島は、今回帰還困難地域となり、復興

再生の具体的な実行可能な計画が示されていな

い。

今、津島地域における箇所付けを示した基本計画

がなければならない。

行政が前面に出て対応しなければ、地域は消滅し

かねない状況にある。

帰還困難区域の再生と住みよい環境とあるが、具

体的な個所付けの必要がある。

例:（公的機関の設置計画＝役場支所・消防署・駐

在所配置など）

素案に記載済

みの意見
- -

津島地区の整備については、個別計画である「浪江町特定復

興再生拠点区域再生計画」の中で記載しています。

役場支所、消防屯所、駐在所については、再開に関する検討

を行うこととしています。検討の状況をふまえ、配置等につ

いて今後具体化を図っていきます。

141 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島の生活再生を取り組んでもらいたい。津島の

水道や井戸の水などは早くお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
- -

特定復興再生拠点区域内で生活再建するための、飲料水確保

の支援事業がありますので、希望される場合は住宅水道課ま

でご相談ください。

取組については、個別計画である「浪江町特定復興再生拠点

区域復興再生計画」の中で、生活用水の確保を支援すること

を記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

142 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

特定拠点を拠点外の人達の住居、生活拠点とし

て、宅地住宅の区域としての整備なども必要ある

のでないか。拠点の生活インフラ整備（食料品、

ガソリンスタンドなど）を急ぎ全体解除までの時

間を考える必要があると思う。

素案に記載済

みの意見
- -

浪江町特定復興再生拠点区域再生計画において、町内3か所の

特定復興再生拠点区域に居住促進ゾーンを設けることとして

います。

令和2年9月に、津島地区の全世帯に対し公営住宅整備に係る

意向調査を実施し、特定復興再生拠点内における公営住宅整

備の検討を行っています。

帰還される住民の需要を適宜把握し、医療、公共交通及び買

い物環境等の住環境の充実について検討していきます。

詳細については個別計画である、「特定復興再生拠点復興再

生計画」の中で、生活環境整備について記載しています。

143 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

住民帰還に向けた施設・設備・その他・井戸水の

確保・一時帰宅に向けた交流施設
素案に記載済

みの意見
- -

個別計画である、「特定復興再生拠点復興再生計画」の中

で、井戸及び浄化槽整備に取り組むこととしているほか、住

民生活に必要な施設として、つしま活性化センターを復旧さ

せる予定です。

144 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

 また、光ファイバー網の様なインフラを整備

し、津島地区ならではの「地の利(山間地と言う不

便さを逆手に取る事)」を生かし、町外の様々な世

代が移住をしやすい環境整備も同時進行で進め

る。

 通信網や交通網が整備されれば、ＩＴ関連の企

業誘致も、将来的に可能かと思う。

素案に記載済

みの意見
- -

震災前に津島地区を含め、町内全域に光ファイバーの通信網

を整備しています。避難指示解除がされるまでに、インター

ネットや電話等のインフラの復旧に取り組んでいきます。

詳細については個別計画である、「特定復興再生拠点復興再

生計画」の中で、おおむね避難指示解除までに、住民サービ

スの提供について検討や調整をすることとしています
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

145 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

 津島地区は、上下水道が未整備だが、元々、ふ

んだんに湧水があり、住民はそれを利用して生活

や農業に利用していた。各戸で井戸や浄化槽が整

備されていたので、新たに住むようになった場

合、井戸や浄化槽の整備は必要。または、水道を

整備する場合、拠点(簡易水槽)を整備して、水道を

引くことも計画すべき。

 交通網は、住民が移動しやすい様、コミュニ

ティバス等も整備し、交通弱者の助けとする。

 津島地区の中心に拠点を整備するのは当然だ

が、分散して住んでいる住民が中心に行き来しや

すい様、コミュニティバスやタクシーに似た公的

な移動手段の整備を検討しておく。

素案に記載済

みの意見
- -

特定復興再生拠点区域内で生活再建するための、飲料水確保

の支援事業がありますので、希望される場合は住宅水道課ま

でご相談ください。

なお、公共交通については帰還される住民の需要を適宜把握

し、検討していきます。

詳細については個別計画である、「特定復興再生拠点復興再

生計画」の中で、おおむね避難指示解除までに、交通などの

住民サービスの提供について検討や調整をすることとしてい

ます。

146 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

拠点・拠点外に関わらず、進捗状況等の説明会

（帰還困難区域町民への）はどのくらいの頻度で

開催されますか？
ご意見として

受け止めます
- -

昨年度町政懇談会を開催しています。

147 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

宿泊施設の建築・津島の歴史・暮らしの資料・文

化伝統の資料の保存などの施設（保育所及び中学

校などの建物を利活用をする）
ご意見として

受け止めます
- -

津島地区における将来のまちづくりの参考とします。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

148 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

除染されない山林に囲まれた所に安心して暮らせ

る場所はとうていないと思われる。

汚染された土地は100年以上の歳月が必要と言わ

る。

この除染されない広大な阿武隈山系は地盤が大変

安定している。人間が住めなくなったこの地を有

効に使う為に、高濃度の廃棄物の保管場所として

手を挙げるという選択があっても良いのではない

か。勇気のいることですが、安全を担保した上

で、恒久的に必要なものの誘致を考えてもいいと

思う。

浪江町を存続させる為にも、地域の荒廃を防ぐ為

にも、一考の価値はあると思われます。

ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の再生については、まずは、除染により従前の

状況に回復させることを基本としています。

149 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域について、解除後に浪江に戻って来

る人がいるのか、戻って生活を本当に考えている

人がいるのか、町民全員に意向を確認してから解

除に向けての除染計画をした方がいいのではない

ではないか。

ご意見として

受け止めます
- -

「たとえ⾧い年月を要するとしても、 将来的に帰還困難区域

の全てを避難指示解除し、復興・再生に責任をもって取り組

む」との決意の下、町全域の避難指示解除に取り組みます。

また、除染にあたっては地域や地権者の意向に寄り添いなが

ら進めていきます。

150 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域に土地を所有している方に、国・県

の対策・処置に関する意向を伝えるべきではない

でしょうか。
ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の再生に向けて、適宜、適切な情報提供に努め

ていきます。

151 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

帰還困難区域の田畑などは除染してもすぐ草が生

えてしまうので、東北電力さんの力を借りて、太

陽光発電など利用してはどうでしょうか。
ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の再生については、除染により従前の状況に回

復させることが基本であると考えています。ご意見について

は、将来のまちづくりの参考とします。
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項目

資料6

152 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区で消費する電力を津島地区で発電する装

置を設置した方が良いのではないかと思う。その

ことについて、自分の名義の土地を提供したいと

思う。

ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の再生については、除染により従前の状況に回

復させることが基本であると考えています。ご意見について

は、将来のまちづくりの参考とします。

153 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

 再生可能エネルギーは、特に、広大な面積のあ

る津島地区で実施する事が望ましい。

 使われなくなった休耕田を利用した太陽光発

電。

 山間部の西から東へ、常時、吹き込んでいる

「風」を利用した風力発電。

 ある程度、まとまった土地があれば、町内で出

たゴミのリサイクル施設を設置してリサイクル事

業を行う。家畜の糞尿や下水道の汚泥、その他の

生ごみなどもリサイクル利用する。

 再生可能エネルギーで作り出した電力は、売

電、水素の製造、町内で使用する公共の電力へ利

用する。

ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の再生については、除染により従前の状況に回

復させることが基本であると考えています。ご意見について

は、将来のまちづくりの参考とします。

154 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

津島地区の復興再生拠点整備に対する住民説明会

及び意見交換の開催を早急に行うこと。
ご意見として

受け止めます
- -

帰還困難区域の再生に向けて、適宜、適切な情報提供に努め

ていきます。

155 第3編 第3章 施策1-(1)
帰還困難区

域の再生

「ダッシュ村」を復活させる取組を行うべきであ

る。
ご意見として

受け止めます
- -

個別計画である、「特定復興再生拠点復興再生計画」の中

で、管理態勢等が確立されているかを十分に確認し、国、県

等の関係機関と調整したうえで特定復興再生拠点区域として

整備する、としています。将来のまちづくりの参考としま

す。
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項目

資料6

156 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

住宅団地を中心として、まちづくりをする。

住宅団地周辺に公共施設、公営施設、医療介護施

設を集中させる。

素案に記載済

みの意見
63 1

浪江駅周辺に、住宅を含め生活に必要な機能の集約を目指し

ます。また、駅東西自由通路により駅西側に整備中の地域公

共施設等と連携したまちづくりに取り組みます。

『生活に必要な機能の中心市街地への集約や遊休施設、空き

地等地域資源の活用等により、浪江駅周辺を中心とした区域

に、駅東西自由通路、店舗、オフィス、住宅等様々な機能の

集積や道路整備を進め、誰もが住みやすい快適な暮らし、商

業機能の活性化、にぎわいの回復等につながる 中心市街地整

備を進めます。」と記載しています。

157 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

駅の再開発においても水素を看板にできるように

してもらいたい。
素案に記載済

みの意見
63 1

『にぎわいの回復等につながる 中心市街地整備を進めま

す。』と記載していますが、今後の中心市街地の再生の在り

方や整備計画の検討の中で、水素エネルギーを活用した整備

についてもしっかりと検討していきます。

158 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

浪江駅東西通路と駅西開発を提案する。

素案に記載済

みの意見
63 1

駅東西自由通路の整備を進めます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西 自由通 路、 店舗

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備 を進めます。』と記載して

います。

159 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

駅前の辺りに商店等があるとよい。車に乗れない

ので、電車で行っても便利なように。

素案に記載済

みの意見
63 1

駅周辺で商業機能の活性化について取り組みます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西 自由通 路、 店舗

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備 を進めます。』と記載して

います。
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項目

資料6

160 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

私は老人の1人として、駅にエレベーターを設置し

てもらいたいと思います。老人になれば、今は自

動車を運転できるが、いずれ誰でも１年ずつ年を

取って来るので、皆さんも若いのであまり感じな

いでしょうが、今はデマンドタクシーを利用して

いますが、それも終わりになれば、浪江町には病

院が無いので、他の市町村に通う事になると思う

と、老人の私達は自動車をもっていないものには

感じると、医者に行くことも出来なく、また入院

しても家族に迷惑がかかると思うと、今、駅に原

町駅のようにエレベーターがあると安心して病院

に通院できると思います。おねがいします。

素案に記載済

みの意見
63 1

駅東西自由通路整備に合わせて、エレベーターの設置につい

ても検討します。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。

161 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

小さな映画館、小さな演舞場、駅にエレベーター

を設置（必須）、図書館が欲しい。

素案に記載済

みの意見
63 1

駅南側のコスモス保育園を改修し、図書館機能を整備するほ

か、その他ご意見については中心市街地整備の中で参考とし

ます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。
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項目

資料6

162 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

浪江町で生活できる環境整備の施策が必要であ

る。

素案に記載済

みの意見
63 1

基本方針Ⅲの施策２の中で、中心市街地の整備、上下水道、

道路等の公共インフラの整備について取り組んでいきます。

『生活に必要な機能の中心市街地への集約や遊休施設、空き

地等地域資源の活用等により、浪江駅周辺を中心とした区域

に、駅東西自由通路、店舗、オフィス、住宅等様々な機能の

集積や道路整備を進め、誰もが住みやすい快適な暮らし、商

業機能の活性化、にぎわいの回復等につながる 中心市街地整

備を進めます。」等と記載しています。

163 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

浪江町の顔として、浪江駅周辺の中心市街地整備

が一番と思う。駅の南口などや駅周辺を立派にす

ることが復興に繋がるのではないか。

素案に記載済

みの意見
63 1

浪江駅周辺を核とした市街地整備を進めます。駅の東西を結

ぶ東西自由通路の整備や駅西側の整備についても取り組んで

いきます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。

164 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

駅からのうっそうと草の生えた景観が残念であ

る。早めに何とかすべきである。

素案に記載済

みの意見
63 1

浪江駅周辺を中心市街地再生における先導整備エリアとして

整備を進めていきます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。
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項目

資料6

165 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

駅周辺もお店やカフェ、雇用、人が集まりそうな

場所ができたら良いと思う。

素案に記載済

みの意見
63 1

浪江駅周辺を中心市街地再生における先導整備エリアとして

整備を進めます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。

166 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

若者受けする商店が駅前に出来れば、それだけで

登下校の際に賑わいは生まれる。

素案に記載済

みの意見
63 1

浪江駅前に、店舗を含めた様々な機能の集約を進めていきま

す。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。

167 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

ショッピングセンターを作って下さい。

日用品が不足しています。

素案に記載済

みの意見
63 1

浪江駅前に、店舗を含めた様々な機能の集約を進めます。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。
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項目

資料6

168 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

町の顔「駅前、権現堂地区」の再開発をすべき。

素案に記載済

みの意見
63 1

町の顔である、権現堂の駅周辺において、中心市街地整備に

取り組みます。

『町の復興を加速化させるため、まちづくりの核となる「浪

江町中心市街地再生計画」を実現する必要があります。その

ため、生活に必要な機能の中心市街地への集約や遊休施設、

空き地等地域資源の活用等により、浪江駅周辺を中心とした

区域に、駅東西自由通路、店舗、オフィス、住宅等様々な機

能の集積や道路整備を進め、誰もが住みやすい快適な暮ら

し、商業機能の活性化、にぎわいの回復等につながる 中心市

街地整備を進めます。』と記載しています。

169 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

浪江駅駅前の整備を最優先とし、若い起業家の使

用可能な小さな店舗の集合ビル。公園があるとい

い。歩道が旧態依然として歩きにくいので整備し

てほしい。 素案に記載済

みの意見
63 1

基本方針Ⅲの施策2-(1)の中心市街地整備の中で参考としま

す。

『浪江駅周辺を中心とした区域に、駅東西自由通路、店舗、

オフィス、住宅等様々な機能の集積や道路整備を進め、誰も

が住みやすい快適な暮らし、商業機能の活性化、にぎわいの

回復等につながる 中心市街地整備を進めます。』と記載して

います。

170 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

「浪江駅周辺を核とした中心市街地整備」

施策編にはR3～R7まで「具体化、実施」しか記載

されていない。駅周辺はいつまでに何を、まず最

低限整備するのか教えてもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

令和3年度以降に、都市計画決定を行い、事業化の目途が立っ

たものから順次整備に着手いたします。

171 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

浪江小学校、中央公園は昔のまま。この二ヶ所を

一つにして、大人も子供も自由に楽しめる素敵な

公園があったらいいなと思います。
ご意見として

受け止めます
- -

現時点で、中央公園と旧浪江小学校敷地は中心市街地の先導

整備エリアには含まれていませんが、ご意見については将来

のまちづくりの参考とします。
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項目

資料6

172 第3編 第3章 施策2-(1)

浪江駅周辺

を核とした

中心市街地

の整備

産業用太陽光パネルの設置 家庭用は問題ないの

ですが浪江町でも家屋解体後の更地に太陽光パネ

ルが散見されます。街道沿いに設置されたら仮に

道路拡張工事が計画されても用地買収に支障をき

たす。耕作放棄地、市街化調整区域まで規制しろ

とは言いませんが市街地域内は町の復興ビジョン

とも関連してくると思うので他の自治体でも議論

されている規制は必要だと考える。

ご意見として

受け止めます
- -

大規模な土地利用については、土地利用規制対策として土地

取引の届出及び勧告を行っています。

自治体による独自規制については、条例化が必要となるた

め、将来のまちづくりの参考とします。

173 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

落合浪江線の新ルートを含めた復旧の早期着工を

行うべきである。

ご意見を反映

いたします
67 1

県道235号落合浪江線は令和3年度中の災害復旧工事の完了を

予定していますが、落石対策や転落防止用のガードレールの

設置等、通行できるようになるまで時間を要する状況です。

県と連携し、早期の復旧に努めていきます。

ご意見をふまえ次のとおり修正いたします。

『町内の交通環境の回復と機能向上、広域避難路の確保等を

図るため、常磐自動車道の複線化や主要幹線道路（国道・県

道） の復旧・改良工事の早期実現に向けた要望を継続的に実

施します。』

174 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

請戸港への交通アクセス整備を行うべきである。

ご意見を反映

いたします
67 1

請戸漁港から請戸住宅団地を経て国道6号へ至る新規路線を整

備中です。

ご意見をふまえ次のとおり修正いたします。

『産業団地 や、住宅団地、請戸漁港を結ぶ新規路線の整備に

取り組むとともに、復興の核となる中心市街地等の機能を向

上させるため、道路改良等について検討を行い、必要な整備

に取り組みます。』
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項目

資料6

175 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

駅から北へ直進して、桃内まで広い道路（一直

線）で結ぶこと。

素案に記載済

みの意見
67 1

需要や事業の効果をふまえながら、道路整備の参考としま

す。

『復興の核となる中心市街地等の機能を向上させるため、道

路改良等について検討を行い、必要な整備に取り組みま

す。』と記載しています。

176 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

浪江駅・南北２か所の踏切周辺の狭歪箇所の拡幅

等整備を行ってほしい。
素案に記載済

みの意見
67 1

駅周辺の道路整備について取り組んでいきます。

『復興の核となる中心市街地等の機能を向上させるため、道

路改良等について検討を行い、必要な整備に取り組みま

す。』と記載しています。

177 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

浪江町と福島市との国道114号線道路拡幅が狭く冬

季には非常に危険な「交通事故」が起きる懸念が

ある。県・国に早急な道路幅の拡充をおねがいし

たい。

素案に記載済

みの意見
67 1

114号線浪江拡幅工事（権現堂地内）が令和2年度中に完了の

予定です。また、椚平工区（赤宇木地内）が平成28年度に事

業が着手されており、2020年代初頭の開通を予定していま

す。

『町内の交通環境の回復と機能向上、広域避難路の確保等を

図るため、常磐自動車道の複線化や主要幹線道路（国道・県

道） の復旧・改良工事の早期実現に向けた要望を継続的に実

施します。』と記載しています。
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項目

資料6

178 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

国道114号線の整備を出来るだけ早く実現してもら

いたい。

素案に記載済

みの意見
67 1

114号線浪江拡幅工事（権現堂地内）が令和2年度中に完了の

予定です。また、椚平工区（赤宇木地内）が平成28年度に事

業が着手されており、2020年代初頭の開通を予定していま

す。

『町内の交通環境の回復と機能向上、広域避難路の確保等を

図るため、常磐自動車道の複線化や主要幹線道路（国道・県

道） の復旧・改良工事の早期実現に向けた要望を継続的に実

施します。』と記載しています。

179 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

ジョギングやウォーキングをする人のために、町

内の歩道の除草・整備をお願いしたい。元旦の

「あるけあるけ大会」に向けてすぐやってもらい

たい。

素案に記載済

みの意見
67 2

年に2回町道の除草を実施しています。

『町道については、パトロールを定期的に実施するなど道路

管理を強化し、損傷の防止や軽減に努めます。』と記載して

います。

180 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

巡回バスをもっと便利にしてもらいたい。浪江町

内の巡回ルートもつくってもらいたい。

素案に記載済

みの意見
67 5

令和3年4月から、浪江駅から道の駅を経由し棚塩産業団地を

結ぶ路線バスが開通する予定です。また、自動運転技術等を

活用したモビリティーサービスの実証などに取り組むことに

より、新しい地域公共交通の実現を目指していきます。

『イノベ機構・大学などの研究機関、企業等と連携し、 ５Ｇ

等未来技術を生かした自動運転など新たなモビリティサービ

スの実証等を行い、新しい地域公共交通の実現に向けた取組

を進めます。』と記載しています。
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項目

資料6

181 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

いこいの村のバスを、夕方だけでなく1日中走らせ

るほうが町外からの需要も期待できると考える。

実際、いこいの村のバーベキュー場を利用しよう

にも、飲酒を前提にするとマイカーで行けないか

らである。
ご意見として

受け止めます
- -

いこいの村で運行している夜間バスの運行については、いこ

いの村内に食事提供が出来る管理棟が令和2年度中に完成する

予定であり、それに合わせて運行を終了する予定です。

町内の移動手段としては、デマンドタクシーを運行している

ほか、令和3年4月からは浪江駅と棚塩産業団地や浪江駅と双

葉郡各町を結ぶ路線バスが運行の予定となっています。ご意

見については、将来のまちづくりの参考ととします。

182 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

再開通後も、原町区の復興公営住宅と浪江町を結

ぶバスを走らせているが、”空気“を運んでいるよ

うなものであり、意味がない。それならば、駅か

ら先の公共交通を拡充することにより列車利用を

推進すべきではないか？それが交通弱者・買物弱

者の足の確保、という公共交通の一つの使命であ

ると考える。

ご意見として

受け止めます
- -

生活支援バスについては、町民の利用状況や民間事業者との

競合等を総合的に勘案し、適切な事業の見直しを図っていき

ます。

183 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

デマンドタクシー浪江～原町間はいつまでも続け

てもらいたい。
ご意見として

受け止めます
- -

デマンドタクシーの浪江・原町間については、公共交通のあ

り方や、利用状況等を踏まえ総合的に判断していきます。
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項目

資料6

184 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

列車運行ダイヤについて、震災前同様のダイヤと

するようJR東日本水戸支社に対して陳情を行った

のか？

それにより、浪江町の滞在時間増、浪江町の帰宅

時間拡大をすることによって集客増と居住環境の

良化を目指すべきである。

ご意見として

受け止めます
- -

福島県鉄道活性化協議会としてＪＲに対し、令和2年2月に

「常磐線の全線再開にあたっては、通勤者や観光利用者が利

用しやすい実用的なダイヤ設定及び増便を図ること」と要望

しています。

通勤通学等の利便性向上や、観光・交流の拡大のため、今後

も要望に取り組みます。

185 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

請戸災害復興団地が夜間に暗すぎるので、町内を

明るくするにあたり気に留めてもらいたい。
ご意見として

受け止めます
- -

請戸災害公営住宅の入居開始に合わせ、街路灯の設置を行っ

ています。要望箇所等あれば、相談等の対応をいたしますの

で、まちづくり整備課までご連絡ください。

186 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

これから請戸団地に入居する予定です。

町～請戸団地までバスを走らせてもらいたい。郵

便ポストが無いのでたててもらいたい。
ご意見として

受け止めます
- -

請戸住宅団地を含め、町内全域でデマンドタクシーの運行を

していますのでご利用ください。バス路線の開設とポストの

設置についてはご意見として受け止めます。

187 第3編 第3章 施策2-(3)
交通網の充

実

地区ごとに巡回バス等があれば便利になるのでは

ないか。

ご意見として

受け止めます
- -

現在町内でデマンド交通を運行しています。また、令和3年4

月から、棚塩産業団地や浪江駅と双葉郡内を結ぶ路線バスが

運行される予定です。

デマンド交通の利用状況や自動運転等の新たな技術の利活用

の可能性等をふまえながら、持続可能な公共交通の実現に向

けて取り組んでいきます。
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項目

資料6

188 第3編 第3章 施策3-(1)
防災・安全

の強化

内閣府の「日本海溝、千島海溝沿いの巨大地震モ

デル検討会」において、南相馬市や浪江町の海岸

に最大高さ19ｍの津波が押し寄せるだろうとされ

ていることを考慮して、防災対策を検討すべきで

ある。

素案に記載済

みの意見
69 1

福島県で公表された津波浸水想定（最大クラスの津波[Ｌ２津

波]）を反映し、令和2年4月に浪江町防災ハザードマップの改

訂を行っています。今後も各種想定を踏まえた改訂や、津波

浸水地以外へ防災コミュニティセンターを整備するなど防災

の強化に取り組んでいきます。

『防災コミュニティセンター等を町内複数個所に計画的に整

備するとともに、ハザードマップについて、国・県の各種想

定の見直しに伴う変更や防災コミュニティセンター等の整備

に伴う避難所等の変更を反映し適宜見直しを実施します。』

と記載しています。

189 第3編 第3章 施策3-(1)
防災・安全

の強化

 浪江町は東西に⾧い地域である。東側は海、西

側は内陸。間には阿武隈山系。 海岸地区、平野

地区、山林地区それぞれの地域に合った防災があ

ると思う。共通の防災と地域ごとに合った防災の

計画を立てて地域住民に教育訓練を行う。
素案に記載済

みの意見
69 2

地域の特性を踏まえ、町内複数個所に防災コミュニティセン

ター等の整備を進めています。これら施設を活用し、地域住

民が参加した訓練に取り組んでいきます。

『災害に備えて町民参加の防災訓練・教育を継続して実施

し、防災意識の啓発と防災拠点等の周知を図り、災害時の円

滑な避難に結び付けます。』と記載しています。

190 第3編 第3章 施策3-(1)
防災・安全

の強化

福島第一原子力発電所の危険性

 復興以前に今後また放射性物質を拡散させる危

険性あり、使用済み燃料の片づけを早急に実施し

てからでないと復興しても更なる悲劇になる状態

にある。

核シェルターを設置しておくことを奨める。

素案に記載済

みの意見
69 6

原子力発電所の安全確認に引き続き取り組んでいきます。

『廃炉については、東京電力より廃炉作業の進捗状況等の定

期報告や通報基準に基づく連絡体制を維持し、安全確認に引

き続き取り組みます。』と記載しています。
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資料6

191 第3編 第3章 施策3-(1)
防災・安全

の強化

汚染処理水放出問題

海水の放射能濃度は四ツ倉沖でβ放射能ND～

0.03Bq/Lまで低下したが、最近0.05～0.07Bq/Lに

上昇、原発から管理されない放射性物質が流れ出

ていると考える。調査が必要である。

素案に記載済

みの意見
69 6

原子力発電所の安全確認に引き続き取り組んでいきます。

『廃炉については、東京電力より廃炉作業の進捗状況等の定

期報告や通報基準に基づく連絡体制を維持し、安全確認に引

き続き取り組みます。』と記載しています。

192 第3編 第3章 施策3-(1)
防災・安全

の強化

汚染水流してもらっては困る。流すんだったら補

償してもらわないと困る。

素案に記載済

みの意見
69 6

廃炉について安全確認を継続して取り組んでいきます。

『廃炉については、東京電力より廃炉作業の進捗状況等の定

期報告や通報基準に基づく連絡体制を維持し、安全確認に引

き続き取り組みます。』の中で、ご意見を参考とします。

なお、風評への影響が懸念されるため、水産物の放射性物質

の検査実施や、請戸地区の安心・安全の情報発信の強化に努

めていきます。

193 第3編 第3章 施策3-(1)
防災・安全

の強化

台風の時の大雨の時、九州の方では川を1m程掘り

下げて少しでも床上浸水をさける方法をとられた

そうですので、浪江町も泉田川と高瀬川を掘り下

げてはどうか。
ご意見として

受け止めます
- -

河川管理は県の事業となりますが、河床の浚渫を一部箇所で

実施しています。
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資料6

194 第3編 第3章 施策3-(2)

防犯・防

火・交通安

全の強化

現在は、国道を自由通行にしているので、震災前

より、かなり通行量が多くなっている。公的(警察)

な巡回はもとより、町民による巡回の頻度を上

げ、より、警戒を怠らない。

 定期的にドローンなどを使った警戒監視を行

い、通行している車などにアピールする。昼間は

当然だが、夜間にも行って不在住民に安心しても

らう

素案に記載済

みの意見
71 1

町内全域において、防犯パトロールを継続します。ドローン

の活用については、防犯活動の強化の参考とします。

『町民の安全で安心な暮らしを実現するため、引き続き防犯

カメラによる 防犯対策をはじめ、町民による「浪江町防犯見

守り隊」の防犯パトロールや、消防団による防火パトロール

を実施するとともに、警察署、消防署、警備会社等関係機関

と連携し、防犯・防火活動の強化や交通安全対策に取り組み

ます。』と記載しています。

195 第3編 第3章 施策3-(2)

防犯・防

火・交通安

全の強化

周りに民家が無いため、夜の見回りの強化をお願

いしたい。

素案に記載済

みの意見
71 1

夜間については、警察や警備会社によるパトロール、防犯カ

メラによる防犯対策に取り組んでいます。

『町民の安全で安心な暮らしを実現するため、引き続き防犯

カメラによる 防犯対策をはじめ、町民による「浪江町防犯見

守り隊」の防犯パトロールや、消防団による防火パトロール

を実施するとともに、警察署、消防署、警備会社等関係機関

と連携し、防犯・防火活動の強化や交通安全対策に取り組み

ます。』と記載しています。

196 第3編 第3章 施策4-(1)

ゼロカーボ

ンシティの

推進

再生エネルギーへの需要は、今後急激に高まる時

が来ると思います。ＥＳＧも考慮に入れ、検討し

て頂きたいと思います。
素案に記載済

みの意見
73 2

『エネルギー自給自足に向けた再生可能エネルギーの民間導

入の支援を推進するとともに、企業等が再生可能エネルギー

をさらに導入しやすい仕組みづくりを検討・実行します。』

と記載しています。
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資料6

197 第3編 第3章 施策4-(1)

ゼロカーボ

ンシティの

推進

○ソーラー発電所の運営

 ゼロカーボンシティの推進を掲げていることも

あり、今後ますます需要が高まってくると考えら

れます。浪江町が事業主体で運営するソーラー発

電所の新規建設を進めて、この売電収入により雇

用の創出と財政収入に寄与するものと考えられ

る。
ご意見として

受け止めます
- -

「エネルギー自給自足に向けた再生可能エネルギーの民間導

入の支援を推進するとともに、企業等が再生可能エネルギー

をさらに導入しやすい仕組みづくりを検討・実行します。』

と記載しており、再生可能エネルギーの普及・拡大に向けた

取り組みを進めていきます。

ご提案の、浪江町を主体とするソーラー発電事業につきまし

ては、固定買取価格の低下などの状況をふまえながら、他地

域の事例なども参考に、知見やノウハウをもつ発電事業者な

どと連携しながら経済性や実現可能性等を検討していきま

す。

198 第3編 第3章 施策4-(1)

ゼロカーボ

ンシティの

推進

棚塩牧場をENEOS(株)が実際稼働させている地面

に支柱を建てて上部に太陽光パネルを設置し 雨

風を防ぎ自家消費電力を賄い残りを売電する。こ

の新しい敷地建物を1つのファンドとして組成し債

権の小口化を図り希望する人に販売する。全体の

口数は一定数に限定し解約にはクローズド期間、

解約手数料を予め決めておき解約口数分のみ購入

希望者に転売する。購入希望者が出るまではファ

ンドの基金団体が一時的預かるものとする。ゴル

フ場会員権方式である。

ご意見として

受け止めます
- -

将来のまちづくりの参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

199 第3編 第3章 施策4-(1)

ゼロカーボ

ンシティの

推進

水素を最大限に利用できるよう、新規店舗建築等

や既存の建物の改修に助成金など補助があると良

いかと思う。

ご意見として

受け止めます
- -

『ＦＨ２Ｒ製造の浪江産水素を地域内で活用する (仮称）浪江

町水素タウン構想を策定し、「水素社会実現の先駆けとなる

まちづくり」を産学金官民連携で推進します。』と記載して

いるところではありますが、水素関連のプロジェクト誘致や

実証事業で終わることなく、町民の皆様に水素を活用いただ

けるようにしていくことが必要であり、ご指摘の水素自動車

の普及促進や水素ステーション整備に向けての取り組みにつ

いてもしっかりと検討し、実現できるよう尽力していきま

す。

200 第3編 第3章 施策4-(1)

ゼロカーボ

ンシティの

推進

水素に関わる企業誘致を行っているので、水素自

動車に乗れるよう水素ステーションを作ってほし

い。同時に水素自動車の普及に向けた取組として

助成を拡充させてほしい。

ご意見として

受け止めます
- -

『ＦＨ２Ｒ製造の浪江産水素を地域内で活用する (仮称）浪江

町水素タウン構想を策定し、「水素社会実現の先駆けとなる

まちづくり」を産学金官民連携で推進します。』と記載して

いるところではありますが、水素関連のプロジェクト誘致や

実証事業で終わることなく、町民の皆様に水素を活用いただ

けるようにしていくことが必要であり、ご指摘の水素自動車

の普及促進や水素ステーション整備に向けての取り組みにつ

いてもしっかりと検討し、実現できるよう尽力していきま

す。

201 第3編 第3章 施策4-(1)

ゼロカーボ

ンシティの

推進

電力の自給自足を実施してもらいたい。個人の遊

休地を買い上げて、風力、太陽光、バイオマスを

活用し再生エネルギーで生活する町づくりなどを

行ってほしい。
ご意見として

受け止めます
- -

ご指摘のとおり、町ではエネルギーの地産地消という考え方

をベースに、基本方針Ⅲの施策4-(1)の中で、エネルギー自給

自足の町を目指していくことを記載しています。

ご提案の遊休地での発電事業の展開につきましては、再生可

能エネルギー発電所以外の土地利用の在り方なども含めて、

多角的かつ個別具体的に検討してきます。

70



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

202 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

生活の基盤である医療の充実をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
77 1

基本方針Ⅳの施策1-(1)の中で取り組んでいきます。

『町民の健康維持のため、避難先医療機関や避難先自治体等

との連携により、総合健診・県民健康調査（健康診査） ・が

ん検診の受診率向上を図り、健診結果に基づく特定保健指

導・重症化予防などの取組を強化します。』等と記載してい

ます。

203 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

医療の充実を求める。

素案に記載済

みの意見
77 1

基本方針Ⅳの施策1-(1)の中で取り組んでいきます

『町民の健康維持のため、避難先医療機関や避難先自治体等

との連携により、総合健診・県民健康調査（健康診査） ・が

ん検診の受診率向上を図り、健診結果に基づく特定保健指

導・重症化予防などの取組を強化します。』等と記載してい

ます。

204 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

「町内の医療体制の確保」

休日・夜間・時間外の医療体制の整備はいつ頃計

画されますか？
ご意見として

受け止めます
- -

町内で休日・夜間・時間外で医療が必要になった場合は、富

岡町の「ふたば医療センター附属病院」をご案内していま

す。年中無休で24時間受診可能です。

205 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

他の町では、たとえば、インフルエンザの予防接

種の助成等、身近なところから支援している。も

う少し、身近な生活にかえってくる事も考えても

らいたい。
素案に記載済

みの意見
77 1

65歳以上の高齢者と妊婦に対し、インフルエンザ予防接種の

助成を実施しています。今後は他市町村の状況を見ながら検

討していきます。

『予防接種等感染症対策などの取組を継続します。』と記載

しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

206 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

医療面がまだ不十分だと思う。

老人が多いので、一番気になる事だと思う。

素案に記載済

みの意見
77 1

基本方針Ⅳの施策1-(1)の中で取り組んでいきます。

『町民の健康維持のため、避難先医療機関や避難先自治体等

との連携により、総合健診・県民健康調査（健康診査） ・が

ん検診の受診率向上を図り、健診結果に基づく特定保健指

導・重症化予防などの取組を強化します』等と記載していま

す。

207 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

医療の目標を設定していない。
素案に記載済

みの意見
- -

施策編で、「特定保健指導実施率」を施策の成果目標に定め

ています。

208 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

日本版CDCを誘致する。
ご意見として

受け止めます
- -

ＣＤC（疾病対策センター）誘致については、将来のまちづく

りに向けたご意見として受け止めます。

209 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

入院出来る病院を作ってもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

210 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

震災前に町内で経営していた開業医（眼科・歯科

も含む）についても浪江に戻ってもらうべく町が

努力すべきである。 ご意見として

受け止めます
- -

震災前に町にあった医療機関の再開意向について、随時把握

に努めています。町内で再開意向のある医療機関について

は、再開支援に取り組んでおり平成30年に「豊嶋歯科医院」

が再開しました。今後も、町内の医療環境の充実のため再開

等の支援に取り組んでいきます。

211 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

病院が無いと住んでいけない。

ご意見として

受け止めます
- -

現在、浪江診療所で一次医療機関としての医療サービスの提

供を行っています。

今後の町内居住人口の増加に合わせて、広域連携等による医

療体制の充実を目指していきます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

212 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

浪江町に総合病院を建ててもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

213 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

住民アンケート等でも医療や介護への不安がある

との回答が多いように思われる。今回は第三次計

画となるので「相双地域云々」という表現にもっ

と具体性を持たせて「浪江駅近くに医療と介護機

能を併せ持つ施設の整備を推進する」とし、事業

主体は県と農協（厚生連）が共同に出資する医療

法人なども考えられる。ただ、人材の確保等の難

しい点もあるが、より積極的な表現になるのでは

ないか。相双地域での連携といっても双葉郡内に

は望むすべもなく相馬市は遠く、結局のところ南

相馬市に頼ることになるが、南相馬市でも医療や

介護に余裕があるわけではないと思っています。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

214 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

病院の構築（入院のできる）などしてもらいた

い。
ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来的のまちづ

くりの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

215 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

 現状では浪江診療所の医師は日替わり（元々町

内にあった開業医の方々）であるため、「かかり

つけ医」を決められない。科目別に常勤医を固定

できるような方策も考慮してもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

浪江診療所では内科・外科の常勤医師1名を固定して配置して

います。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

216 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

駅周辺から川添、上ノ原の方にも診療所ができれ

ばよいと思う。
ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

217 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

眼科院などがあると便利と思う。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

218 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

継続して仮設の診療所を今のまま存続していただ

きたい。 ご意見として

受け止めます
- -

仮設津島診療所については、町民の利用状況を注視しつつ、

運営に係る財源等の面も踏まえ総合的に判断していきます。

219 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

病院が欲しい。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

220 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

町内に外科内科歯科整形外科など診察出来る病院

があればよい。 ご意見として

受け止めます
- -

浪江診療所で、外科、内科、整形外科（整形外科は診療でき

る日時が決まっています）の診療をおこなっています。歯科

については豊嶋歯科医院が診療を行っています。

221 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

歯科及び病院を増やして欲しい

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

222 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

医療の充実

浪江診療所以外にも専門の内科、歯科、眼科など

などあると嬉しい。原の町まで行かなくてもいい

ような環境に。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

223 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

町に総合病院ほど大規模ではなくても、医療施設

を作ることで浪江に戻る人が増えると思う。
ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

224 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

県立大野病院（現在解体中）のような中核医療機

関を誘致すべきである。 ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来的のまちづ

くりの参考とします。

225 第3編 第4章 施策1-(1)

健康づくり

の推進・医

療の充実

総合病院を作ってください。

ご意見として

受け止めます
- -

今後の町の医療需要等の状況を注視しつつ、将来のまちづく

りの参考とします。

医療資源の分散を防ぐための地域で医療の役割分担を進めて

いきます。

226 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

社会福祉への支援をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
79 1

基本方針Ⅳの施策2-(1)の中で取り組んでいきます。

『介護福祉体制については、町民が安心して生活が送れるよ

う、地域包括支援センターを中心に、地域の様々な社会資源

（機関、人、団体、場所等）が連携して高齢者を地域で支え

る地域包括ケア体制の推進を図り、生活支援体制の整備、相

談・情報提供の推進、高齢者の権利擁護支援及び認知症高齢

者対策を継続します。』等と記載しています。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

227 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

現在介護施設の誘致に町が努力されているが、介

護企業として特定の会社が業務開設されていな

い。企業として「営利収益が十分確保」出来ない

ことから進んで介護施設を開設できないのではな

いか。そのような企業へ町が出資し、共同で施設

を開設することが可能であれば、介護施設を開設

することが出来るのではないか。議会に議案を提

起し、審議をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
79 4

『在宅サービスの充実を図るため、町内に通所介護事業所な

どの介護サービスや地域包括支援センター・ 就労継続支援事

業所などの高齢者・障がい者福祉サービスを提供する介護関

連施設を整備します。その開設にあたっては、介護職員の確

保、財政支援等について事業所等と連携しながら取り組みま

す。それまでは、高齢者サポートセンターにおいて、デイ

サービス・ 在宅介護事業等を行うとともに、 町民同士の支え

合いや地域更には広域ネットワークの構築により、 地域の介

護・ 福祉の充実を図り ます。』と記載しています。

228 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

全国いたるところで介護福祉の人材不足がある

が、浪江町でも同様。特に人口が増加する見込み

もないところ、人材育成のため資格取得の費用の

一部または全額負担する政策を構築してほしい。
素案に記載済

みの意見
78 5

福島県社会福祉協議会が奨学金の貸付（就職準備資金や研修

受講料に利用できる奨学金で、業務従事帰還に応じて返還が

免除されます。）を行っており、関係機関と連携して町内の

介護人材の確保に努めていきます。

『介護福祉を行うには介護人材や町民のニーズに合わせた多

様なサービスの確保が課題になっており、今後も新たな担い

手を含めたサービス提供基盤の構築・強化を図っていく必要

があります。』と記載しています。

229 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

介護福祉サービス、高齢者の孤立防止支援をお願

いしたい。

老人の自殺者が多くなっている現在、一人暮らし

の家庭の見守り等もお願いしたい。
ご意見を反映

いたします
79 3

町内外の高齢者の孤立防止のため、関係機関と連携して見守

りや相談等の支援を行います。

次のとおり修正いたします。

『高齢者の孤立防止及び生活の変化による不安や不活発等を

できる限り軽減するため、民生委員、社会福祉協議会、避難

先自治体等と連携し て、訪問による見守りや相談等の支援を

行います。』
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

230 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

福祉対策の目標を設定していない。
素案に記載済

みの意見
- -

施策編で、「町内の介護サービス事業所数」を施策の成果目

標に定めています。

231 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

介護施設に併用した「宿泊施設」。介護施設に面

会に来た家族等が泊まれる施設を介護施設の隣に

作る。家族が一同に集まれる部屋がある。食事が

できる部屋。

これらの施設を海が見えて、阿武隈山脈が見え

て、川があり、浪江町が一望できる高台等に作

り、緑豊かな公園があり、天気のいい日は皆が外

に出て話ができる。

畑や花等を植え、心安らぐ場を作ってはどうか？

ご意見として

受け止めます
- -

介護施設に併用した宿泊施設については、町民の需要の動向

を踏まえ、将来のまちづくりの参考とします。

232 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

介護施設、老人ホーム等の早急な建設を要望す

る。やはり終活は地元に帰りたい人達が沢山いる

のではないではないか。これらの人達を受け入れ

る施設が必要と思う。一旦は浪江を離れても、や

はり浪江弁で話ができる環境が、心の癒しになる

と思います。一人暮らしの方の受入れも大事だと

思う。

ご意見として

受け止めます
- -

町内に介護関連施設を整備し、町内の介護・福祉の充実を

図っていきます。老人ホーム等については、町の介護保険制

度の健全な運営や、町民の需要の動向を踏まえ、将来のまち

づくりの参考とします。

233 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

特別養護老人ホームを建てて欲しいと思う。町も

財政困難とは思いますが、ぜひお願いしたい。
ご意見として

受け止めます
- -

介護保険の健全な運営や、町の介護需要の状況等を注視しつ

つ、将来のまちづくりの参考とします。

234 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

老人ホームを作ってください。
ご意見として

受け止めます
- -

介護保険の健全な運営や、町の介護需要の状況等を注視しつ

つ、将来的のまちづくりの参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

235 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

介護施設を設置してほしい

今や100年時代と言われている現代において、浪江

町に、特別養護老人ホームが無いのが残念であ

る。

いわき市に避難しているが、老人ホームを探すと

なると、「有料の老人ホーム」を探さなくてはな

らなくなり、経済的負担がとても大きいのが現状

である。

浪江に「住民登録」があるために、「避難先の

ショートステイ」には「入所出来なかった」とい

う困難が生じています。浪江町にも「特老」があ

れば希望が持てる明るい未来となる。

ご意見として

受け止めます
- -

町内には、特別養護老人ホームが無いため、入所が必要な町

民の方については、いわき市で仮設として再開している「オ

ンフールふたば」をご案内しています。

介護保険の健全な運営や需要の状況を注視しつつ、将来のま

ちづくりの参考とします。

236 第3編 第4章 施策2-(1)
介護・福祉

の充実

入所できる介護施設の整備をしてもらいたい。

ご意見として

受け止めます
- -

町内には、特別養護老人ホームが無いため、入所が必要な町

民の方については、いわき市で仮設として再開している「オ

ンフールふたば」をご案内しています。

介護保険の健全な運営や需要の状況を注視しつつ、将来のま

ちづくりの参考とします。

237 第3編 第4章 施策3-(1)

放射線によ

る健康不安

への対策

放射線量をただ公表しているだけでは、他の指標

との比較→やはり数値の高い相双地域が危険とい

う印象がいつまで経っても変わらないので、他の

指標との比較する。例えば、一時話題になった環

境ホルモンとの発ガン性が疑われる物質の一覧表

の中に「年間20mSVの被ばくによる発がんリス

ク」が入っているような形でも可）

素案に記載済

みの意見
81 1

大学や専門機関と連携し、より分かり易い放射線に関する情

報発信に取り組みます。

『放射線について正しい知識と理解が得られるよう、大学や

専門機関と連携した相談会・講習会の開催、情報発信等を実

施します。』の中で、ご意見を参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

238 第3編 第4章 施策3-(1)

放射線によ

る健康不安

への対策

放射線の不安を払拭するための施策が必要であ

る。

素案に記載済

みの意見
81 1

線量計の貸出や放射線について正しい知識が得られるように

相談会の開催に取り組みます。

『空間線量計・個人積算線量計の貸出しや自家用食品検査を

継続し、町民自身での実測値の確認や測定結果の説明等を通

して放射線に対する不安払拭を図るとともに、放射線につい

て正しい知識と理解が得られるよう、大学や専門機関と連携

した相談会・講習会の開催、情報発信等を実施します。特

に、町民の個別化した放射線による健康不安や相談に対し

て、 一件一件丁寧に寄り添いながら対応します。』と記載し

ています。

239 第3編 第4章 施策3-(1)

放射線によ

る健康不安

への対策

放射線の安全性に関する説得力のある説明を担え

るのは、被害の当事者である市町村だけなので

（国や東電は信頼されていないように感じる）、

市町村が連携して、全国に、放射線に関する適切

な情報の発信と普及に努めてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
81 1

大学や専門機関と連携し、より分かり易い放射線に関する情

報発信に取り組みます。

『放射線について正しい知識と理解が得られるよう、大学や

専門機関と連携した相談会・講習会の開催、情報発信等を実

施します。』の中で、ご意見を参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

240 第3編 第4章 施策3-(2)
除染の推進

と安全対策

除染問題

自宅除染、近隣田畑の除染において、農林水産省

はCs計400Bq/kg未満としておきながら、東京都で

持ち歩いたら逮捕される10,000Bq/kg越えが方々

にあり、生命の安全性を無視した行いをしてい

る。

この様な形で復興進めても、子孫たちの生命財産

は守れない。更なる賠償を求める。

素案に記載済

みの意見
82 1

原発事故による放射能汚染の対策として、放射性物質汚染対

処特措法に基づく基本方針で定める「⾧期な目 標として追加

被ばく線量が年間１ｍSv 以下となること。」 を目指し、

国、県、町が一体となり 除染等線量低減措置の取組を継続し

ていきます。

『町内全域において国の⾧期的な除染目標である「追加被ば

く線量年間１ｍSv 以下」の達成に向け、再汚染の有無の確認

のための事後モニタリングと必要なフォローアップ除染につ

いて継続的に取り組むよう 、 国等へ要請を継続します。』と

記載しています。

241 第3編 第4章 施策3-(2)
除染の推進

と安全対策

放射線の少ない所にすること。

素案に記載済

みの意見
83 2

基本方針Ⅳの施策3-(2)の中で、国のフォローアップ除染等に

取り組み、放射線の不安払拭に努めていきます。

『町内全域において国の⾧期的な除染目標である「追加被ば

く線量年間１ｍSv 以下」の達成に向け、再汚染の有無の確認

のための事後モニタリングと必要なフォローアップ除染につ

いて継続的に取り組むよう 、 国等へ要請を継続します。』と

記載しています。

242 第3編 第4章 施策3-(2)
除染の推進

と安全対策

小野田橋周辺堤防の下北側直近下の農業水路がU字

溝ではない状況から水路の汚染された汚泥が回収

されず高汚染のままである。浪江地区全体に小野

田地区と同じ状況の水路が多々あるので、モニタ

リングを実施し再除染をお願いしたい。
素案に記載済

みの意見
83 1

除染に関するご不安については、住民課で相談を承りますの

で、ご相談ください。

『町民の放射線に対する不安の解消のため、引き続き各種モ

ニタリングと分かりやすい情報発信を図るとともに、「除染

検証委員会」による除染の検証等に取り組 みます。』と記載

しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

243 第3編 第4章 施策3-(2)
除染の推進

と安全対策

町民の除染の不安に寄り添ったフォローアップの

実施を継続してお願いしたい。そのためには、町

に専門知識がある方が必要になるので専門の方を

町で配備し、町民のフォローアップの実施をお願

いしたい。
素案に記載済

みの意見
83 1

町民の除染の不安に寄り添ったフォローアップの実施を継続

していきます。

『町民の放射線に対する不安の解消のため、引き続き各種モ

ニタリングと分かりやすい情報発信を図るとともに、「除染

検証委員会」による除染の検証等に取り組みます。』と記載

しています。

244 第3編 第4章 施策3-(2)
除染の推進

と安全対策

特定復興再生拠点区域で除染しているようですが

話を聞くと葛尾村、飯館村等と除染のやり方が違

うように聞きます。

ア.家の周りの木は切らないとか

イ.大きな家具、農機具等は自分で業者を呼んで片

づける事とか

ウ.田と田の間の土手の木は切ってかたづけないと

か

この様に後になればなるほど除染の仕方が変わる

のでは帰還しようと思っている人の希望が望めな

くなるのではないか。

素案に記載済

みの意見
83 1

環境省による除染は、「除染関係ガイドライン」に基づき実

施されています。汚染状況により効果的な除染の方法は異な

るため、地域の放射線量、除染対象物の特性や状況に応じ、

最適な方法で実施されています。

また、町は除染作業や放射線などに対する不安解消を目的と

して、「除染検証委員会」を設置し、町民意見の反映や地域

別の除染の検証を行っています。

除染についてご不安がある場合は住民課までご相談くださ

い。

『除染作業や放射線等に対する町民の不安解消を目的とした

「除染検証委員会」を設置し、町民意見の反映や地域別の除

染の検証を行っており、国のフォローアップ除染が必要な場

合は町民とコミュニケーションを図りながら取り組んでいま

す。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

245 第3編 第4章 施策3-(2)
除染の推進

と安全対策

山側が帰還困難区域のままなのに、なぜ海側の避

難指示が先に削除されるのか（川の上流側から順

番に除染しないと、雨が降るたびに放射線物質が

流れ出して下流の線量が下がらないのでは？）と

いった質問に対する回答がまとめられているペー

ジがあれば紹介してほしい。

ご意見として

受け止めます
- -

環境省「環境再生プラザ」のＨＰ「除染・放射線Ｑ＆Ａ」に

て、除染・放射線に関するよくある質問がまとめられていま

す。

246 第3編 第5章 施策1-(1)
被災者生活

支援

二本松事務所も別の場所に移動されてもよいの

で、二本松市内の存続を希望する。

素案に記載済

みの意見
87 1

令和3年度における出張所の体制については現在検討中です。

現在の利用の状況等を踏まえ、町外の町民の方が利用しやす

い出張所の体制の維持に努めていきます。

『避難先での各種証明書の交付や、生活再建に係る支援案

内・相談対応のため、引き続き 出張所等の設置により行政

サービスを提供します。』と記載しています。

247 第3編 第5章 施策1-(1)
被災者生活

支援

二本松出張所の継続をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
87 1

令和3年度における出張所の体制については現在検討中です。

現在の利用の状況等を踏まえ、町外の町民の方が利用しやす

い出張所の体制の維持に努めていきます。

『避難先での各種証明書の交付や、生活再建に係る支援案

内・相談対応のため、引き続き 出張所等の設置により行政

サービスを提供します。』と記載しています。

248 第3編 第5章 施策1-(1)
被災者生活

支援

医療費と高速道路の無料化の継続してもらいた

い。
ご意見として

受け止めます
- -

国の事業となりますので、継続要望に取り組みます。

249 第3編 第5章 施策1-(1)
被災者生活

支援

医療費と高速道路の無料化の継続してもらいた

い。
ご意見として

受け止めます
- -

国の事業となるため、継続について求めていきます。
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

250 第3編 第5章 施策1-(1)
被災者生活

支援

ふるさとカードを継続してもらいたい。 ご意見として

受け止めます
- -

国の事業となりますので、継続要望に取り組みます。

251 第3編 第5章 施策1-(1)
被災者生活

支援

二本松市にある復興住宅には高齢者が多く、他の

医療機関を受診するのに困る方々がたくさんおり

ます。ぜひ仮設津島診療所の存続を希望する。
ご意見として

受け止めます
- -

町民の健康維持のため、仮設津島診療所と連携した取組を継

続していきます。今後については、利用者の状況や運営の財

源等を総合的に勘案しながら、仮設津島診療所の在り方につ

いて検討していきます。

252 第3編 第5章 施策1-(2) 絆の維持

絆の維持として、コミュニティ活動への支援をお

願いしたい。

素案に記載済

みの意見
89 1

復興支援員の配置や交流会の開催支援等のコミュニティ活動

への支援に取り組んでいきます。

『避難する 町民の避難先での孤立防止や生活再建のため、 町

外交流館の運営のほか、復興支援員を中心に情報提供、交流

会支援等を継続するとともに、 県内外での絆を維持するコ

ミュニティ活動支援を継続して行い、避難先での安心した生

活につなげます。』と記載しています。

253 第3編 第5章 施策1-(2) 絆の維持

一人でも多く帰りたくなる気持ちが出る様コミュ

ニティ活動支援(補助金)等を利用し、春には泉川を

始め各地(町内)の桜巡りや農耕作の準備の様子など

の視察会や、夏には各行政区の復興状況視察、秋

には鮭の作業視察、十日町、大堀相馬焼視察、冬

にはあんば祭等、季節に合った視察会を実施する

ことにより帰還者が増えると考える。

ご意見を反映

いたします
89 2

町民同士や町との繋がりを維持するための活動支援を継続い

たします。

ご意見をふまえ、次のとおり修正いたします。

『町内での町民の交流機会の創出や、ふるさとと つながる機

会を維持するため、各種イベント を継続して実施します。の

実施や支援を行います。』

254 第3編 第5章 施策1-(2) 絆の維持

震災時の子どもたちが、大学生または社会人に

なった人たちに今の浪江町を見てもらう機会を作

り、少しでも浪江町に関心が持てるようにするた

めに、若い人達と共に復興祭を開催し、浪江町に

集まる機会を作れるようにしてほしい。

ご意見を反映

いたします
89 2

浪江町に集まる機会を作れるように支援を行います。

次のとおり修正いたします。

『町内での町民の交流機会の創出や、ふるさとと つながる機

会を維持するため、各種イベントを 継続して実施します。の

実施や支援を行います。』
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

255 第3編 第5章 施策1-(2) 絆の維持

「何処に居ても浪江町民」の文言が最近の町の広

報から消えていますが、町当局では、何時まで町

民としての扱いを続けますか。

また、登録を町外に移した場合は如何ですか。

私個人的には、浪江町との繋がりはこれから先も

持ちたいと考えております。
素案に記載済

みの意見
89 3

平成23年3月11日の震災時点で住民であった方については、

町で避難者台帳を作成し把握に努めています。住民票移動後

であっても、町からの情報提供を継続します。

『町内の状況や町民の生の声を「浪江のこころ通信」や「な

みえ新聞」などにより情報発信し、ふるさとの復興の姿を身

近に感じられる 取組を行なうとともに、町民同士がつながり

を持てるよう 避難先各地域において、 ＳＮＳ サービス の講

習会等を実施し、ＩＣＴのスキルを向上する 取組を行いま

す。』と記載しています。

256 第3編 第5章 施策1-(2) 絆の維持

意見（アンケート）についてですが、広く意見を

募ることはいいのかもしれませんが、地元に戻り

たい人やすでに戻っている方々を対象としてはい

かがでしょうか。（住民票を移動されている方も

含めて）ほかの場所で生活の基盤を気付いている

方々の意見は参考になるのでしょうか。

ご意見として

受け止めます
- -

町民の多くが、町外で生活をしている状況を踏まえ、幅広い

ご意見をいただくために全世帯に対し郵送によるパブリック

コメントを実施しています。

ご意見については、今後の計画づくりの参考とします。

257 第3編 第5章 施策1-(2) 絆の維持

復興計画の意見聴取は帰還及び帰還予定者に限定

されてもよい。

ご意見として

受け止めます
- -

町民の多くが、町外で生活をしている状況を踏まえ、幅広い

ご意見をいただくために全世帯に対し郵送によるパブリック

コメントを実施しています。

ご意見については、将来のまちづくりの参考とします。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

258 第3編 第5章 施策1-(3)
損害賠償対

策の推進

賠償支援の継続をお願いしたい。

素案に記載済

みの意見
91 1

基本方針Ⅴの施策1-(3)の中で取り組んでいきます。

『町民の生活再建のため、東京電力の賠償の適切な実施は不

可欠です。町民の請求状況や時効を踏まえ、早期に未請求状

況を解消するため、引き続きＨＰ等による賠償に関する情報

発信を進めるとともに、総合健診など多くの町民が集まる機

会を捉えて、簡易なＡＤＲ申立書による解決法等の相談会を

開催し、 申立ての促進を図ります。』等と記載しています。

259 第3編 第5章 施策1-(3)
損害賠償対

策の推進

帰宅困難区域の住民に対する30年以降の月10万円

の東電賠償金が無いままです。町として東電に働

きかけてもらいたい。

素案に記載済

みの意見
91 1・3

町民の暮らしの再建に向けて、適切な賠償を受けられるよ

う、賠償支援の継続に取り組んでいきます。

『町民の生活再建のため、東京電力の賠償の適切な実施は不

可欠です。町民の請求状況や時効を踏まえ、早期に未請求状

況を解消するため、引き続きＨＰ等による賠償に関する情報

発信を進めるとともに、総合健診など多くの町民が集まる機

会を捉えて、簡易なＡＤＲ申立書による解決法等の相談会を

開催し、 申立ての促進を図ります。』と『原発事故に伴う損

害賠償請求の時効は 10 年と規定されるなか、東京電力は「直

ちに時効を援用することは考えていない」と表明していま

す。その履行のために、 時効の完成以降であっても、町民に

寄り添った柔軟な対応と適切な賠償を国や東京電力に求めま

す。』と記載しています。記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

260 第3編 第5章 施策1-(3)
損害賠償対

策の推進

政府に対して大いに働きかけ原発事故に対する生

活補償を徹底する様に努力してもらいたい。

素案に記載済

みの意見
91 ２・3

政府及び東京電力に対して適切な賠償を求めていきます。

『東京電力に対し、自らが掲げる損害賠償に関する 3 つの誓

い（「最後の一人まで賠償貫徹」「迅速かつきめ細やかな賠

償の徹底」「和解仲介案の尊重」 ） を確実に実行するよう求

めます。』と『原発事故に伴う損害賠償請求の時効は 10 年と

規定されるなか、東京電力は「直

ちに時効を援用することは考えていない」と表明していま

す。その履行のために、 時効の完成以降であっても、町民に

寄り添った柔軟な対応と適切な賠償を国や東京電力に求めま

す。』と記載しています。

261 第3編 第5章 施策1-(3)
損害賠償対

策の推進

浪江町原発訴訟に関しまして、町からの参加啓発

活動施策が不十分と思う。ADRに関しては、町の

広報・チラシを活用し啓発を促しているが、原発

訴訟参加に関しては、個別な金銭的な問題がある

がその点があり難しくしていると思う。町として

広報・チラシを活用できないか審議されまして、

参加啓発されるよう町民への情報発信をお願いし

たい。

ご意見として

受け止めます
- -

個々の団体の訴訟については、町は参加しておりませんの

で、ご意見として受け止めます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

262 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

私は現時点で浪江町への帰還を考えていないの

で、勝手ながら意見のみ記す。

・空き地の利用

 現在空地バンクに登録されている件数は約150地

所（売、貸）ありますが、⾧期間処理が決まらな

いと予想される。既に空き家バンクについては、

売却や賃貸などの処理が相当進んでいる。空地に

ついても無償借り上げ制度等の利用計画も検討し

てほしい。（移住者の土地利用にも役立つと思わ

れます。）

素案に記載済

みの意見
92 4

空き家・空き地の流通や利活用の促進に向けた優良事例の調

査や、取り組みの具体化について検討していきます。

『空き家・空き地バンクの運用や帰町に合わせた移転、住宅

再建等に関する支援など、町内での居住を促す様々な支援を

行っています。』の中で取り組みます。

263 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

空き家対策の施策にあたり、どのように現状を把

握するのでしょうか。公募による登録制度のよう

なものなどご教授ください。

素案に記載済

みの意見
92 4

令和2年度に、空家等対策計画の基礎調査として、現地確認等

による空き家の把握を行っています。

また、町の事業として空き家・空き地バンクを実施していま

すので、登録を希望される場合は、住宅水道課までご相談く

ださい。

『空き家・空き地バンクの運用や帰町に合わせた移転、住宅

再建等に関する支援など、町内での居住を促す様々な支援を

行っています。』と記載しています。

264 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

現状の自宅の土地をどうするか、出来るのかをよ

く説明し、理解できるようにすべきである。

素案に記載済

みの意見
92 4

空き地の利活用を希望される場合は、空き家・空き地バンク

を実施していますので、住宅水道課までご相談ください。

『空き家・空き地バンクの運用や帰町に合わせた移転、住宅

再建等に関する支援など、町内での居住を促す様々な支援を

行っています。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

265 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

「移住・定住」と、結果的には「産業の維持・継

承、次なる働き手の創出」という点に将来的には

つながるかも？という施策も検討してもらいた

い。

具体的には「街コン」である。要はお見合いパー

ティー的なものである。参加条件は「浪江町内に

居住または在勤の独身男女」だけでいいと思う。

素案に記載済

みの意見
93 2

定住支援策施策の取組の中で、ご意見について参考としま

す。

『 相談窓口を一層強化するとともに、住居取得に係る補助金

など各種支援制度を継続して推進します。加えて、お試し居

住、お試し就労等新たな移住・定住支援施策の取組を行うと

ともに、暮らしの情報や独自の移住・定住支援施策など町の

魅力を国内外に情報発信します。』と記載しています。

266 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

都会に比べてコロナの影響が少ないので、その事

をアピール。人が多く集まらない、そこまで密集

しない感じのまちづくり。移住や定住を推進して

広く考えてみてはどうか。
素案に記載済

みの意見
93 2

新型コロナウイルスの影響によるリモートワーク等の働き方

の多様化を受けて、都市部から地方への移住定住の関心が高

まっているため、時勢をとらえた町の魅力の情報発信に取り

組んでいきます。

『お試し居住、お試し就労等新たな移住・定住支援施策の取

組を行うとともに、暮らしの情報や独自の移住・定住支援施

策など町の魅力を国内外に情報発信します。』と記載してい

ます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

267 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

移住・定住の推進に取り組むにあたり、合わせて

取り組んでいただきたいことは、単身者や若年者

をターゲットにしたコミュニティ支援である。

50～70代の高齢者向けのサロンなどは町内に多く

あるが、若年者向けのそういった活動の場はほと

んどないに等しい。

私は、移住・定住のキーワードは「町への愛着」

であり、町への愛着を形成するには「人とのつな

がり」が重要であると推察している。

同じ世代でつながりを持てるような、定期的な集

まりの場があれば、移住・定住のきっかけになる

のではないかと考える。

素案に記載済

みの意見
93 2

移住・定住を推進するために、本町への興味・関心からはじ

まり、交流、体験、移住、定住につづくステップ・階層に合

わせた施策に取り組んでいきます。ご意見のとおり、「つな

がりを持てる場」が重要と考えており、住居・仕事・体験・

見学等のニーズにワンストップで情報提供を行う体制を整え

るとともに、移住をお考えの方と町民や町内事業者等をつな

ぐ場づくりを行っていきます。

『相談窓口を一層強化するとともに、住居取得に係る補助金

など各種支援制度を継続して推進します。加えて、お試し居

住、お試し就労等新たな移住・定住支援施策の取組を行うと

ともに、暮らしの情報や独自の移住・定住支援施策など町の

魅力を国内外に情報発信します。』と記載しています。

268 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

移住・定住のメリットになるイメージを示してな

い。

素案に記載済

みの意見
93 2

移住・定住のメリットになるイメージの情報発信に努めてい

きます。

『相談窓口を一層強化するとともに、住居取得に係る補助金

など各種支援制度を継続して推進します。加えて、お試し居

住、お試し就労等新たな移住・定住支援施策の取組を行うと

ともに、暮らしの情報や独自の移住・定住支援施策など町の

魅力を国内外に情報発信します。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

269 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

移住の推進については基本方針Ⅴでは帰還の支援

は厚いイメージであるが、新規移住については

「よそ者」となり敬遠されるのではないかと考え

る。

 「地方部への移住者の価値観の特徴に関する研

究」(大橋、湯原、神永、高森、2011年)では、移

住者の価値観の特徴として、職の有無、やりが

い、休暇や余暇も充実した環境を求めている。ま

た、移住を検討している時に、重視することは、

コミュニティ、情報を含めた、住みやすい町づく

りである。以上の視点で帰還者とは別に、新規移

住者へ開かれたコミュニティの場が重視されると

考える。

素案に記載済

みの意見
93 2

『移住・定住を推進するためには、本町への興味・関心から

はじまり、交流、体験、移住、定住につづくステップ・階層

に合わせた施策が必要です。 相談窓口を一層強化するととも

に、住居取得に係る補助金など各種支援制度を継続して推進

します。加えて、お試し居住、お試し就労等新たな移住・定

住支援施策の取組を行うとともに、暮らしの情報や独自の移

住・定住支援施策など町の魅力を国内外に情報発信しま

す。』と記載しています。その中で、コミュニティの場づく

りを含め検討していきます。

270 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

今は避難先で働いておりますが、浪江町が復興し

て働く場所、住宅（マンション）など出来れば、

帰還したいと思いますので、浪江駅周辺を整備し

て避難している住民の方が、帰還したいと思うよ

うにまとまった住宅は良いと思います。

素案に記載済

みの意見
93 5

中心市街地等で公営住宅の整備について検討していきます。

『公営住宅の整備計画は令和 2 年度で完了していますが、今

後、企業誘致等により、町内の住宅需要の増加が見込まれる

ため、民間住宅の需給状況を考慮しながら、中心市街地等で

の公営住宅の整備について検討します。』と記載していま

す。

271 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

家の解体後の草に困っています。どうにかなりま

せんか。富岡町では除草剤を配っているそうで

す。
ご意見として

受け止めます
- -

環境省による家屋解体後の土地の管理については、所有者に

よる定期的な除草等の適切な管理をお願いしています。

町では、空き地の除草を請け負える町内事業者の案内を行っ

ています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

272 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

浪江町の宅地の件。こちらに家を建てたし、子供

もいない１人なので

72歳で年も年なので、行ったり来たり出来ない

体もめまいとかいろいろあり、浪江の土地は

自分には必要ないので無償で提供します。

どんな手続きしたらよいのか？

ご意見として

受け止めます
- -

町では取得の目的が無い限り、土地の寄付等は受け入れてい

ません。

土地の売買については、不動産会社にご相談をお願いいたし

ます。また、町の事業として空き地・空き家バンクを実施し

ていますので、希望される場合は住宅水道課までご相談くだ

さい。

273 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

施策２の空き家対策の推進の中に、ぜひ「住宅解

体後の荒廃空地の管理」を加えてもらいたい。
ご意見として

受け止めます
- -

環境省による家屋解体後の土地の管理については、所有者に

よる定期的な除草等の適切な管理をお願いしています。

町のＨＰ等で適切な管理の啓発や、空き地の除草を請け負え

る町内事業者の案内を行っています。

274 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

元浪江町民の帰還は、避難指示解除から４年経っ

ても1,500人です。今後の帰還は期待できないと思

います。新浪江人を数多く受け入れて、町内人口

を増やすことが必要です。施策のⅤの２ に書か

れていますが、もう少し、重要施策として、内容

を充実させて、復興計画へ導入した方が良いと思

う。 素案に記載済

みの意見
93 2

福島復興再生基本方針の中で、令和3年度からの第2期復興創

成期間において、これまでの帰還環境の整備に加え、移住の

促進に取り組んでいくことが閣議決定されており、国や県等

とも連携しながら取組の充実を図っていきます。

『移住・定住を推進するためには、本町への興味・関心から

はじまり、交流、体験、移住、定住につづくステップ・階層

に合わせた施策が必要です。 相談窓口を一層強化するととも

に、住居取得に係る補助金など各種支援制度を継続して推進

します。加えて、お試し居住、お試し就労等新たな移住・定

住支援施策の取組を行うとともに、暮らしの情報や独自の移

住・定住支援施策など町の魅力を国内外に情報発信しま

す。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

275 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

誘致した工場企業等で働く人の住宅(社宅)を浪江町

に建築するべきである。

素案に記載済

みの意見
93 5

福島原子力被災事業者事業再開等支援補助金や帰還支援雇用

創出企業立地補助金で、再開事業者や進出企業の社宅整備を

支援しており、今後も継続して取組んでいく予定です。

このほか、中心市街地等へ公営住宅整備の検討を進めていき

ます。

『今後、企業誘致等により、町内の住宅需要の増加が見込ま

れるため、民間住宅の需給状況を考慮しながら、中心市街地

等での公営住宅の整備について検討します。』と記載してい

ます。

276 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

町内のアパートは高額で復興支援者（全国から

の）も南相馬市から通っていると聞きます。移住

定住には住居が最優先。低く抑える住居探しに業

者に任せるのではなく、町がリーダーシップを

とってできないものかと思う。

素案に記載済

みの意見
93 5

中心市街地等へ公営住宅整備の検討を進めていきます。

『今後、企業誘致等により、町内の住宅需要の増加が見込ま

れるため、民間住宅の需給状況を考慮しながら、中心市街地

等での公営住宅の整備について検討します。』と記載してい

ます。

277 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

現在、所有している土地を町で購入してもらいた

い。

ご意見として

受け止めます
- -

町では取得の目的が無い限り、土地の購入等は行っていませ

ん。

土地の売買については、不動産会社にご相談をお願いいたし

ます。また、町の事業として空き地・空き家バンクを実施し

ていますので、希望される場合は住宅水道課までご相談くだ

さい。

278 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

家屋解体により自宅周辺に空き地、更地が増大し

雑草も増加繁茂している。空地や更地の雑草除去

と整備の実施をお願いしたい。
ご意見として

受け止めます
- -

環境省による家屋解体後の土地の管理については、所有者に

よる定期的な除草等の適切な管理をお願いしています。

町のＨＰ等で適切な管理の啓発や、空き地の除草を請け負え

る町内事業者の案内を行っています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

279 第3編 第5章 施策2-(1)
移住・定住

の推進

家屋解体完了後の管理については、持ち主が行う

のが原則と思われるが、放置されて鳥獣等の住処

になっているところが見られる。何らかの改善策

が必要ではないか？特に、温かい季節は、草等が

伸び放題である。

また、家屋解体が申請されず、残されている物件

もあり、再度申請できるよう、国等に働きかけを

行い、景観を良くすることが必要と思われる。

ご意見として

受け止めます
- -

環境省による家屋解体後の土地の管理については、所有者に

よる定期的な除草等の適切な管理をお願いしています。

町のＨＰ等で適切な管理の啓発や、空き地の除草を請け負え

る町内事業者の案内を行っています。

また、景観上の問題や倒壊等の危険のある空き家について

は、空家等対策計画を策定し、周辺環境に悪影響を及ぼさな

いよう、所有者による空き家の適切な管理の促進を図ってい

きます。

『住みやすい住環境づくりのため、空家等対策計画を策定

し、空き家の適正な管理と流通・利活用の促進を図りま

す。』と記載しています。

280 第3編 第5章 施策3-(1)

地域コミュ

ニティ活動

の推進

ご近所にどんな方が住んでいるのさえ分からず

（駐車場にはいわきナンバー以外の車ばかりなの

で察しはつくが）、土日は誰も居ないのではない

か、というくらい生活感・人の営みが感じられな

い。「こういう地域だから」「近所付き合いが希

薄な時代」「育成会（子ども会）すら敬遠する若

夫婦」といった一語で片づけるのではなく、住民

を「屋外」に出す・籠らない・交わる、そのため

の具体策を示していただきたい。そのことが防

犯・防災・安否確認などにも役立つものと思う。

素案に記載済

みの意見
95 1

地域づくり専門員の配置やコミュニティ活動への補助金等に

より、コミュニティ活動の活性化に取り組んでいきます。

『町民の自発的なコミュニティ活動や地域の活性化、地域課

題の解決等に向けて自らが立案し、実践する体制を構築する

ため、今後とも地域づくり支援専門員を町内に配置し支援す

るとともに、コミュニティ活動や行政区の集会所整備等に対

する補助金を継続し、さらには集会の場の貸出し支援を継続

することにより、地域コミュニティとしての自治能力の再生

を図ります。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

281 第3編 第5章 施策3-(1)

地域コミュ

ニティ活動

の推進

地域の人々（子供から大人まで）話し合いの場な

どもあれば物の考え方も変わり、お互いも知るこ

とができてくるのでは。又、いじめ問題、地域の

将来にもつながると思う。

素案に記載済

みの意見
95 1

地域コミュニティ活動を支援いたします。行政区として活動

される場合は総務課、任意団体として活動される場合は企画

財政課までご相談ください。

『町民の自発的なコミュニティ活動や地域の活性化、地域課

題の解決等に向けて自らが立案し、実践する体制を構築する

ため、今後とも地域づくり支援専門員を町内に配置し支援す

るとともに、コミュニティ活動や行政区の集会所整備等に対

する補助金を継続し、さらには集会の場の貸出し支援を継続

することにより、地域コミュニティとしての自治能力の再生

を図ります。』と記載しています。

282 第3編 第5章 施策3-(1)

地域コミュ

ニティ活動

の推進

住民が一丸となって、町を良くするために、役場

の周りをキレイにし、いつ行っても枯れた雑草と

かが無いように。他の部落では、パンジーを植え

ている。

浪江町の顔は、役場である。外から来る人は、最

初に役場の辺りを見学に来ると思う。

町に戻った人達に呼びかけて、協力を依頼した

り、町会議員たちに協力をお願いしたりするとか

（例えば、日曜日は役場をきれいにする日とか）

してはどうか。

素案に記載済

みの意見
95 1

役場本庁舎では、町民のボランティアやなみえ創生小学校の

生徒による花壇の整備がされています。また、地域住民や企

業等によるクリーンアップ等も行われており、今後もこうし

た活動の継続や活性化が図られるよう取り組んでいきます。

『コミュニティ活動や行政区の集会所整備等に対する補助金

を継続し、さらには集会の場の貸出し支援を継続することに

より、地域コミュニティとしての自治能力の再生を図りま

す。』と記載しています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

283 第3編 第5章 施策3-(1)

地域コミュ

ニティ活動

の推進

「今後の行政区の在り方について、行政区内での

主体的な協議等を重視し方向性を検討」とある

が、今以て帰還できない帰還困難区域などは既に

地域社会（コミュニティ）が失われたに等しく、

主体的な協議が困難な状況にあるので、町として

あり方について方向性を示して行政区と協議して

いく視点が必要ではないか。

素案に記載済

みの意見
95 1

地域の自治能力の再生に向けた支援を合わせて実施すること

で、今後の行政区の在り方について主体的な協議の推進に努

めていきます。

『町民の自発的なコミュニティ活動や地域の活性化、地域課

題の解決等に向けて自らが立案し、実践する体制を構築する

ため、今後とも地域づくり支援専門員を町内に配置し支援す

るとともに、コミュニティ活動や行政区の集会所整備等に対

する補助金を継続し、さらには集会の場の貸出し支援を継続

することにより、地域コミュニティとしての自治能力の再生

を図ります。』と記載しています。

284 第3編 第5章 施策3-(1)

地域コミュ

ニティ活動

の推進

行政区の見直しも当然必要になって来るだろう。

素案に記載済

みの意見
95 2

『町の復興には、行政区との協働関係が欠かせないため、今

後の行政区のあり方について、行政 区内での主体的な協議等

を重視し方向性を検討します。』と記載しています。

285 第3編 第5章 施策4-(1)

復興を推進

させる行財

政運営

双葉郡の各町村がそれぞれに色々な施設を建設す

るばかりではなく、郡全体での調整をし、それぞ

れの拠点施設を考えるべきである。

ご意見を反映

いたします
97 2

周辺町村との広域連携に取り組んでいきます。

ご意見をふまえ、次のとおり修正いたします。

『福島再生加速化交付金をはじめとする復興関連の国・県支

出金、普通交付税の特例措置、震災復興特別交付税など多く

の復興財源に頼った行政運営をしています。そのため、町は

デジタル技術を活用し、事務の効率化、行政サービスの向上

等を推進するとともに、経常経費の抑制に努めつつ、受益者

負担の適正化やふるさと納税の活用など自主財源や復興等を

完遂させるための財源の確保に努めます。また、町単独で難

しい行政サービスについては、広域連携に取り組みます。』

95



Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

286 第3編 第5章 施策4-(1)

復興を推進

させる行財

政運営

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への

明確なメッセージが必要である。

ご意見を反映

いたします
97 2

ＤＸによる行政サービスの変革に取り組んでいきます。

ご意見をふまえ、次のとおり修正いたします。

『そのため、町はデジタル技術を活用し、事務の効率化、行

政サービスの向上等を推進するとともに、経常経費の抑制に

努めつつ、受益者負担の適正化やふるさと納税の活用など自

主財源や復興等を完遂させるための財源の確保に努めま

す。』

287 第3編 第5章 施策4-(1)

復興を推進

させる行財

政運営

復興計画の予算と維持費は大丈夫なのか。

素案に記載済

みの意見
97 2

国や県に対し、復興を推進するための財源の確保を要望して

いくほか、経常経費の抑制に努めることで、復興計画を推進

するための財政運営に取り組んでいきます。

『そのため、町はデジタル技術を活用し、事務の効率化、行

政サービスの向上等を推進するとともに、経常経費の抑制に

努めつつ、受益者負担の適正化やふるさと納税の活用など自

主財源や復興等を完遂させるための財源の確保に努めま

す。』と記載しています。

288 第3編 第5章 施策4-(1)

復興を推進

させる行財

政運営

町内の小中学校取り壊しをした跡地の活用法を考

えてもらいたい。

ご意見を反映

いたします
97 3

学校の跡地等の遊休資産の有効利用や処分について検討して

いきます。

次のとおり修正します。

『公共施設等の整備については、全体状況を把握し、⾧期的

な視点を持って、更新・統廃合・⾧寿命化等に取り組むこと

で財政負担の軽減・平準化に努めます。あわせて、公共施設

を解体した跡地や防災集団移転元地の利活用や処分について

検討します。』
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〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

289 第3編 第5章 施策4-(1)

復興を推進

させる行財

政運営

公営の建築物も利用しないのは解体し、維持費を

削減すべき。

素案に記載済

みの意見
97 3

公共施設の統廃合を進め、維持経費の削減に努めていきま

す。

『公共施設等の整備については、全体状況を把握し、⾧期的

な視点を持って、更新・統廃合・⾧寿命化等に取り組むこと

で財政負担の軽減・平準化に努めます。合わせて、公共施設

を解体した跡地や防災集団移転元地の利活用や処分について

検討します。』の中で検討していきます。

290 第3編 第5章 施策4-(1)

復興を推進

させる行財

政運営

使われていない学校などを再利用して浪江第三次

に利用したらいいと思う。

ご意見として

受け止めます
- -

令和元年度に浪江町立学校校舎等検討委員会にて、浪江町立

学校の校舎等の今後の在り方の適正化を図るための基本的方

策について検討してきましたが、町の財政状況と維持管理の

負担から解体はやむを得ないとの答申があり、現時点で利活

用の予定はありません。

『公共施設等の整備については、全体状況を把握し、⾧期的

な視点を持って、更新・統廃合・⾧寿命化等に取り組むこと

で財政負担の軽減・平準化に努めます。』と記載のとおり、

既存の公共施設の整備については維持管理の負担等の⾧期的

な視点を持って取り組んでいきます。

291 施策編 - - -

復興の基本方針『Ⅲ 帰還困難区域の再生と住み

良い環境作り』

とありますが、計画期間等見える形の（工程表）

があれば尚いいと思うが。

他の計画も同様に期待したい。

素案に記載済

みの意見
- -

復興計画【第三次】の前期5年間における、具体的取組の工程

表を施策編としてまとめています。

292 施策編 - - -

示された計画内容を基に、現在はどこまで進んで

いるのか、進行状況を加えて欲しい。
素案に記載済

みの意見
- -

復興計画【第三次】の前期5年間における、具体的取組の工程

表を施策編としてまとめています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

293 その他 - - -

浪江町は、海岸部、平野部、山間部と分かれてお

り、全体を統一した「復興計画」には無理な部分

があると感じる。

 根本的(共通する部分は除き)に、3つか4つに地

域を分割して、其々の地域の特性に合った「復興

計画」を作り直すべきだと思う。

ご意見として

受け止めます
- -

海岸部、平野部、山間部の地域の特性に応じた取組について

は各施策の中で盛り込んでいます。

294 その他 - - -

削除すべきものは削除してはどうか。人口にあわ

せて、議員定数を減らすとか。
ご意見として

受け止めます
- -

議員定数については、議会で判断すべきものであるため、ご

意見として受け止めます。

295 その他 - - -

請戸、大平山墓地を広げてもらいたい。
ご意見として

受け止めます
- -

現時点で大平山霊園の拡張予定はありませんが、今後の需要

に合わせて検討していきます。

296 その他 - - -

住宅地は空地に、地区民に境界を越えないことを

町民会に取り上げて説明してもらいたい。強く希

望する。
ご意見として

受け止めます
- -

個人が所有される土地の管理について、役場でご意見のよう

な対応をとることはできませんので、ご理解のほどよろしく

お願いいたします。

297 その他 - - -

いこいの村なみえの日帰り入浴の料金を町民は割

引して欲しい
ご意見として

受け止めます
- -

今後のいこいの村の運営に向けたご意見として参考にしま

す。

298 その他 - - -

計画策定の基本である、町の将来の人口予測（年

代別）、財政力（町税収入は、地方交付税（金）

は、起債は、・・・・）、町議員の推移につい

て、根本的数字が分からないと計画策定評価と意

見を述べられない。それらを示してくれないと絵

に描いた餅になってしまうので、もっと丁寧に示

してほしい。

ご意見として

受け止めます
- -

人口や財政については代表的なもののみ参考資料として掲載

しています。

人口予測の詳細については、「浪江町人口ビジョン」によ

り、財政については毎年11月広報誌により決算情報を公開し

ています。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

299 その他 - - -

常磐線と高速道までの振興策が不足している。

ご意見として

受け止めます
- -

浪江駅周辺においては、誰もが住みやすい快適な暮らし、商

業機能の活性化、にぎわいの回復等につながる 中心市街地整

備を進めていきます。

高速道路の浪江ＩＣ付近には、防災拠点と物流関連企業の誘

致を進めていきます。

300 その他 - - -

双葉郡は独自に進むのではなく合併も視野に入れ

た⾧期的展望を持って、復興計画を策定すべきで

ある。 ご意見として

受け止めます
- -

町として復興に全力を挙げて取り組んでいる状況であり、復

興計画【第三次】においても町の存続に向けて持続可能な町

づくりを進めて行く考えです。

ご意見については、将来のまちづくりの参考とします。

301 その他 - - -

町議会議員の削減

人口の増加が見通せない現在、議員を削減するの

は、当然と思う。
ご意見として

受け止めます
- -

議員定数については、議会で判断すべきものであるため、ご

意見として受け止めます。

302 その他 - - -

高レベル放射性廃棄物の格納施設を誘致

浪江町の西部には人が住んでいない地域がある。

放射線の高い帰還困難区域だが、施設の中心部分

は地下にできるはずだから、住民には影響が少な

いと考えられる。私は、調査だけを前提にするも

のではなく、実際に施設をつくることを考えてい

る。また、浪江町から、東京電力由来の廃棄物は

受け入れない等の条件は、付けるべきだと思う。

ご意見として

受け止めます
- -

将来のまちづくりに向けたご意見として受け止めます。
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Ｎｏ 編 章 意見の内容 反映区分 ページ 段落 対応（町の考え）

〇パブリックコメントの意見と対応

項目

資料6

303 その他 - - -

固定資産税等の減免をお願いしたい。

ご意見として

受け止めます
- -

避難指示が継続されている帰還困難区域内については国の法

令により固定資産税が課税免除となっています。

避難指示が解除された区域については、国の法令により解除

から3年度分（令和2年度分）まで、固定資産税が1/2に減額さ

れます。町の条例による減免と合わせて平成30年度は全額減

免、平成31年度は3/4減免、令和2年度は1/2減免としてきま

した。令和3年度は1/4減免を行う予定となっています。

国の法令以外の減免に対する財政支援が年々厳しくなる状況

で、町の行政サービスを維持し、「持続可能なまちづくり」

を成し遂げるための貴重な財源となりますのでご理解くださ

い。
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